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第２回定例会会議録 

 

平成２０年 ６月 ９日（月） 

開  議  午前１０時００分 

 

〇議長（内堀千恵子君） 改めましておはようございます。 

 これより、休会中の本会議を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は１３名、全員の出席であります。 

 理事者側でも全員の出席であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 

－－－日程第１ 一般質問－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程に従いまして、これより一般通告質問を行います。 

 

 頁 通告番号  氏   名     件       名 

 ７１   １ 朝 倉 謙 一 町長の選挙公約と行政運営について 

 ９１   ２ 笹 沢  武 将来に希望の持てるまちづくりについて

１０６   ３ 栁 澤 嘉 勝 メタボ症候群予防検診の取り組みは 

１１８   ４ 栁 澤  治 風致地区について 

乳幼児医療費無料化の所得制限撤廃を 
１２８   ５ 市 村 千恵子

国保の資格証明書に発行基準を 

 

 順次発言を許可いたします。 

 通告１番、朝倉謙一議員の質問を許可いたします。 

 朝倉謙一議員。 

（９番 朝倉謙一君 登壇） 

〇９番（朝倉謙一君） 改めまして、おはようございます。 

 通告１番、朝倉でございます。 

 私は、茂木町長の選挙公約と行政運営についてをお聞きしたいと思います。 

 茂木町長は昨年２月の町長選で、同和事業の廃止など、数多くの公約を掲げ、当

選され、その公約実現のため、いろいろな施策を進めていると思います。その公約
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の進捗状況はどうか、そこら辺からお聞きしていきたいなというふうに思っており

ます。 

 まず、１番目といたしまして、ここのところ新聞紙上等でもかなり騒がれており

ます、ごみの関係なんですけれども、まず、苗畑跡地へのごみ処理施設の件でお聞

きしたいと思います。 

 町長、選挙公約等で、苗畑跡地にはつくらないと、白紙にするというようなこと

を掲げて当選されました。改めて、どうして苗畑跡地を白紙に戻したか、そこら辺

をもう一度お聞きできればなというふうに思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） いまのご質問にお答えしたいと思います。 

 苗畑跡地につきましては、私の選挙公約では、苗畑跡地へのごみ焼却場の建設計

画は、見直すというものであります。 

 この苗畑跡地につきましては、当初からこの地域が、町の重要な水道の水源を持

っているということから、こうした水道水源が数多くある地域にごみ焼却場をつく

るということは、やはりそれは町のこれまでの環境を生かしたまちづくりからして、

そういうところにつくるのは最適な場所だとは言えないということから、見直し、

この計画については見直すということを公約として申し上げさせていただきまし

た。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） 選挙公約でやったと。これが民意だというようなことを町長言わ

れておりましたし、また、水源があるからということ、いま、当時もそうですが、

水源があるからということで見直し、ということでやったというふうに私も理解を

しております。 

 それで、昨年２月に当選されまして、４月に小諸市、軽井沢町の理事者、理事者

会が４月のたしか３日に開催されたんじゃないかなと思っているんですが、そのと

きに、町長は私が要するに当選した以上は、あそこは見直しということで、すると。

その代わり、御代田町が責任を持って、ほかの要するに代替地を探すと、適地選定

をするということを明言をされました。そして、我々の一般質問の中でも、庁舎内、

役場内に課長を中心として検討会を設けて、それで進めていくというお話をされま
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した。 

 見ますと、一応御代田町で適地選定を要するにしたというようなことは、見えな

いんですが、なぜほかの、要するにそれだけの責任を持って理事者会で言った、ほ

かの候補地を探すということを、どうして探さなかったのか、それと、庁舎内の検

討会をどうしてつくらなかったのか、これは町長の口頭戦術かなというふうに思い

ますが、そこら辺をお聞きしたいなというふうに思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） ４月といいますか、まず、小諸市長さんのところに、私の選挙公

約に基づいて、苗畑跡地への建設計画は見直しをさせていただくということで、了

解をいただくということでお話しに伺ったわけです。そのときに、それは選挙公約

で民意であるので、苗畑跡地での見直しはやむを得ないというお話がありましたが、

それに代わって、それならば、それに代わる代替地を１０月までに見つけてもらえ

ないかという話がありました。そして、いま話がありました４月の理事者会の中で、

正式に１０月までに御代田町として適地を探してほしいという話がありました。こ

の問題につきましては、苗畑跡地のこの計画の見直しについては、手順ということ

を考えておりまして、まず第一に進めるべきことは、地元となりました塩野区の皆

さまの同意をいただくことがまず第一だろうというふうに考えました。この塩野区

の皆さまに対する同意をいただくということについては、もっと早くに進むかとい

うふうに考えていましたが、これが最終的には９月末に説明会を開いてということ

でありますから、およそ７カ月ほど、この塩野区の皆さまに同意をいただくのに時

間がかかりました。それをやっていたときに、既に言われたもう１０月が来ました

ので、１０月の時点、現時点では御代田町では適地選定をすることができないとい

うことを、１０月の時点で回答として申し上げました。 

 ただ、この中で、塩野区の皆さまにいろいろな形で説明をし、いろいろな形で私

としても対応させていただきましたが、その中で、非常に実感したことは、このご

み焼却場の建設ということをめぐって、塩野区の中で賛成・反対という、非常に大

きな対立が起きていたということを実感しました。こうしたことを考えたときに、

当初はこの苗畑跡地にごみ焼却場をつくることは、確かに水源があると、環境への

影響ということからでありましたけれども、しかし、この７カ月間のいろいろな協

議の中で、このごみ焼却場の建設計画というものがいかに住民の中で対立を起こし
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てしまうのかと。これが環境の問題よりも更に不幸なことだというふうに感じまし

た。 

 したがって、こうしたごみ焼却場の建設というものをめぐって、住民が対立し、

それは前の南が原のごみ焼却場の建設についても、１５年経ったいまでもまだその

対立が残っているということを考えますと、こうしたことは非常に行政として進め

たことによって住民の中で対立ということは、きわめて不幸なことだということを

考えまして、御代田町として今後適地選定をするということになれば、また住民の

中での対立を起こしてしまうということから、御代田町では適地選定はできないと

いうことを、小諸市、軽井沢町に申し上げさせていただきまして、１月の理事者会

でご承認をいただいたものです。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） そういう対立を生んでしまうというような形の中で、要するに御

代田町に探さなかったという説明は、まあ１月ぐらいから町長はそういうふうな理

由を言い出したなというふうに思っているんですが、町長、１０月にそんなような

関係から多分このごみに関しては、３市町から、共同事業から要するに外してくれ

ということを１０月の理事者会で話をされ、それで議会に報告がありましたけれど

も、議会はそうじゃないと、一緒になってやはり３市町でやってきたんだから、一

緒になってやっていただきたいということを町長に申し入れて、それで町長は自分

の意見を撤回して、それで３市町の要は共同事業を進めるという形になったという

経過ですね、それが先ほど話がありましたとおり、１月１６日の日に、改めて御代

田町では要は探せないということを３市町の中の理事者会の中で承認されたとい

うことで、その後、５月のつい２７日ですか、２８日ですか、の理事者会になるん

ですが、その間に、町長は小諸市の出方だと、小諸市からどういう提案がされるか、

それを待ちだと、３月の武井議員の一般質問の中でも、そのような答弁が小諸市の

提案待ちということを再三申されたというふうに感じております。 

 そういう中で、皆さんご存じのとおり、この５月２８日に、要はこの３市町のご

み処理計画は断念というような新聞記事が載りました。これ見ますと、町長、昨年

の２月から大体１年と３カ月ですか、４カ月、経ちますけれども、正直言って、こ

の間、このごみに関して、この件に関して、私から言わせますと、何もしてこなか

ったんじゃないかなと。御代田町のごみをどのように考えているのか、何もしてこ
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なかったんじゃないかなというふうに思うわけですね。ですから、こうやります、

苗畑はやめ、その代わり、御代田町で責任を持って探す、それもしない、それで小

諸市からの提案待ち、それで小諸市から提案されたら、それはだめだと、断念する、

というような経過ですよね。これだと、町長何もしなかった、いままでのどこかの

県の知事さんじゃありませんけれども、壊すことは得意だけれども、つくることは

できない、それと同じじゃないですか。何もつくってない、この件に関して。私は

そういうふうに思うんですね。町長ね。町長、実際問題として、町長は焼却場は必

要だと言っているわけですよね。ですから、住民が対立するのどうのこうの、じゃ

御代田町に焼却場は必要だと言っていて、こういう対立をいやだと、対立がいやだ

と。町民の間に対立を起こしちゃうのがいやだと。それでは何もできないじゃない

ですか。他人任せしかできないじゃないですか。今後、じゃあどうするのか。私、

非常に心配するわけですよね。 

 ちょっと先ほど地元、塩野区の話がありましたけれども、塩野区の皆さんに非常

にご迷惑をかけたと。塩野区では、区の総会を開いたり、活性化委員会をつくった

り、いろいろなことでこの１年半、約２年間ぐらいですか、やってきたわけですよ

ね。それで環境アセスを受け入れていただいて、それで区の人たち一生懸命やって

きてくれた。それが町長がこういう形でなる、それに区の皆さんを説得するのに９

月までかかっちゃった。それで区の、町長は、塩野区にこれだけご迷惑をかけた、

塩野区の人たちにどのような形でこうやってやるか、塩野区をどのように考えてい

るのか、そこら辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） お答えさせていただきます。 

 ごみ焼却場の問題で、この１年３カ月、何もしてこなかったのではないかという

ご指摘ですけれども、この間、この１年３カ月間進めてきたことは、苗畑跡地への

ごみ焼却場の建設計画を見直すという、この公約に基づいて、まず地元塩野区の了

解を得ることができました。また、小諸市、軽井沢町にも、了解を得て、計画を白

紙に戻すことができました。また、苗畑跡地につきましては、前回の議会で町民の

森として管理するという条例も制定をしました。 

 いまの段階で、御代田町として今後町としてどのような処理方法を選択していく

のかということで、現在役場内につくりました検討委員会での作業を行って、これ
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については着実に進めていくというふうに考えています。 

 ごみ焼却場の問題全体をどのように考えるかということにつきましては、例えば

これは全国的には、いま数字が、明確には覚えていませんけれども、１日に処理す

るごみの量は、実際には１０万トンでしたか、が処理されていますが、実際の日本

にあるごみ焼却場の処理能力は、おそらく１９万トン、つまり、実際に出るごみ焼

却の量よりも、ごみ焼却場の処理能力の方がはるかに大きい、つまり、大きな焼却

場をつくり過ぎてしまったために、ごみが不足しているという状況が生まれていま

す。それは例えばこの地域でも川西にごみ焼却施設がありますけれども、これもこ

の間、佐久市民新聞でしたか、出ておりましたけれども、ごみがどんどん少なくな

っていくために、稼動時間が短くなって、経費が余計にかかってしまうと、このよ

うな話も出ています。 

 また、全国的には、さらに当町においては、特にこのごみの分別リサイクル化な

どに基づいて、ごみの減少率は全国平均をはるかに下回るごみの排出量となってお

ります。 

 ですから、こうした全体の様子をしっかり見て、ごみ処理についての方向性とい

うものは、考えていかなければいけないというふうに考えております。 

 しかし、ごみの問題につきましては、当然、何回も言っておりますけれども、安

全に、また安定的、確実に町内から出るごみを処理するということにつきましては、

今年度はイーステージと契約をして、今年度の処理は確実にできるということは確

保しております。 

 次に、塩野区にご迷惑をかけてどうするのかということについてもございました

けれども、これにつきましては、塩野区に対して、塩野区長に対して出した文書の

中で、そうした塩野区に対して迷惑をかけたことがあるので、町としては、それと

してどうするかということではありませんけれども、いずれにしても、塩野区の抱

える問題については、積極的に取り組んでいきたいと、こういうことで塩野区の皆

さまには回答させていただいているところです。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） まあこの件に関して、本当に塩野区の皆さんには非常に迷惑をか

けて、本当に話を聞いていますと、賛成派、反対派の中で本当に対立が生まれたと

いうようなお話を聞いております。そういった面で、それはやはり収拾するために
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は、いま町長が言ったとおり、塩野区からいろいろな要望等がありましたら、積極

的に対応してやっていただきたいなというふうに思います。 

 それと、我々、廃棄物対策特別委員会が、今年１月ですか、２月のアタマですか、

区長会と懇談会を、意見交換会をしました。そのときに、やはり区長さんの方から

いろいろな意見が出されました。その出された意見を町長にお伝えをして、町長は

４月１７日の区長会で、その件に関しては区長さんの方に要は答弁するというふう

に廃棄物対策の中ではありましたけれども、どうも４月１７日の区長会の区長さん

の方のお話を聞きますと、そういう話は一切出てこなかったという話なんですが、

そこら辺は、我々と約束したことに関してはどうなんでしょうか。要は環境アセス

をどうしてやめたのか、例えばあとはどうして苗畑で、どうして苗畑でやってくれ

なかったのか、どうしてこの選定地を探さなかったのか、そこら辺が上がっていま

すので、町長さん、区長さんの方にお話しをしていただきたいという話を特別委員

会で話したと思うんですが、そこら辺、まだ区長の方から聞きますと、話されなか

ったというふうに聞いていますけれども、そこら辺はどうなんでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 大変申しわけありません。その点については、その時点で特に質

問がなかったものですから、それについてご説明をさせていただくということをお

そらくしなかった、していないというように思いますが、もし必要であれば、そう

言っていただければ、説明するようにしたいと思いますが、ちょっとその経過につ

いては、いまちょっと記憶にないわけですけれども、確かにそれについての説明は

きっとしていなかっただろうというふうに思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） そこに副町長もいましたし、総務課長もおられましたので、その

件は相談していただければと思います。 

 ただ、ですので、区長会が今度開かれたときには、その件をはっきりと言ってい

ただければというふうに思います。 

 それで、確かにごみの焼却場が要はつくるかつくらないかの問題ではなく、先ほ

ど町長が言うように、御代田町、非常にごみの要するに分別とか選別等やられてま

して、非常に出す量が減ってきたというお話がありましたが、確かにそうだと思い

ます。その中のあれでなんですけれども、要はごみ減量ということは、やはりこれ
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も大変必要ではないかなというふうに思っています。 

 そこで、１つ提案したいんですが、いま最近、はやっていますけれども、買い物

のマイバッグ、エコバッグというんですかね、それを各世帯に配布したらどうだと

いうふうに思うんですね。それで、『ツルヤ』御代田店のレジ袋が、年間どのぐらい

お客様に配られているか聞きましたら、９２万枚。御代田の御代田支店だけで９２万

枚、平均出ていると、年間。それで『セブンイレブン』、御代田町に『セブンイレ

ブン』２軒あります。ありますけれども、『セブンイレブン』平均大体８００人ぐ

らいが来るらしいんですが、その中の６００人ぐらいに配っているということです

ので、やはり年間２５万枚ぐらい、１店当たり。それぐらいレジ袋が要は配られて

いるというふうに聞いています。そういった面で、この要は各家庭に、マイバッグ、

ですから、ヤマユリのこういう町花をかたどった、プリントしたようなやつもいい

ですし、また龍神まつりの龍をかたどったやつもいいですので、そこら辺を消費者、

それから『ツルヤ』の店長さんなり、『セブンイレブン』の店長さん等々寄って、

どういうものがいいのか検討されて、それでマイバッグ等を配布したらどうだと。 

 このマイバッグでも、ちょっと『ツルヤ』を見ましたら、３８０円なんですね。

ですから、５００円以下ですので、そこら辺を、そんなにお金かかるものじゃ、そ

れでごみが減るのでしたら、そういう形を提案したいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 小平町民課長。 

（町民課長 小平嘉之君 登壇） 

〇町民課長（小平嘉之君） それでは、ただいまの質問については私の方からお答えいた

します。 

 朝倉議員からありましたレジ袋の削減と、いわゆるマイバッグ運動ということに

なるかと思うんですが、レジ袋の削減の取り組みにつながる、マイバッグ運動です

が、正式に袋の名前はトートバッグというような言い方をしているようでございま

す。最近、テレビのコマーシャル等を聞きますと、エコバッグというのが一般的に

呼ばれているかと思っております。 

 以前に御代田町でバッグ、いわゆるエコバッグという形で配布したこともあるわ

けなんですが、平成１５年に『エコール』で開催しました下水道展の会場で、来場

者に無償で４００枚ほど作成して、配布した経過がございます。マイバッグ運動に
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ついては、先ほど朝倉議員が言われたとおり、ごみ減量につながる１つの手段とい

うふうに考えているんですが、それといま１つ、レジ袋につきましては、すべて石

油でできているというような状況で、ごみの減量はもとより、地球温暖化防止の面

からしても、非常に重要だというふうに考えております。 

 ちょっと前の話といいますか、信毎に、記事によりますと、富山県では今年の４

月から全県でレジ袋を有料化して、あわせてマイバッグ運動を推進した結果、導入

当初は２０％のマイバッグ持参率が、１カ月、まだ１カ月ですが、９３％になった

ということが書かれておりました。長野県においてもレジ袋削減に向けて、最近事

業者と消費者、県の三者によって、連携協力の取り組みを進める検討に入ったよう

でございます。当然、御代田町においてもこの取り組みについては、運動に参加し

ていくというふうに考えております。 

 それと、町内にエコバッグを配ったらというような話がございましたが、いまの

ところ、ちょっとそのマイバッグそのものについて、理由として、利用者の多くが

女性というような状況でございます。それでエコバッグにつきましても、非常にフ

ァッション性が高いということで、行政で先ほど言われたように４００円から５００

円ぐらいで、安いものは買えるようでございます。ただ、なかなか、さっき言った

とおりファッション性が高いということで、女性が使うというようなこともあって、

確かにお配りすればよろしいわけなんですけど、逆に、配って、それがまたごみに

なってしまうというようなことを考えますと、長く使うというふうに考えていただ

ければ、自分の気に入ったものを買って、ごみにしないということも、それも重要

なことというふうに私自身は考えているような状況でございます。 

 以上で説明を終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） いやあ、でも課長からそういう答弁が出ると思わなかったね、ま

あごみが出ちゃう、逆にごみが出ちゃうんじゃないかという。でもこれは積極的に、

やはりＣＯ２の関係、ＣＯ２の先ほどお話がありましたけれども、ＣＯ２の削減とい

うことを、地球温暖化のことから考えていきますと、やはり１人年間このレジ袋が

なくなれば、５８キログラムだかのＣＯ２の削減というようなことを言っているよ

うな、数字的にはちょっともち方間違っているかもしれませんけれども、そのよう

な統計が出ているというふうに聞いておりますので、できれば町としてＣＯ２を削
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減のためにも、やはり真剣に考えていただければなというふうに思います。 

 というのは、やはり今年１月か２月ですか、エコライフ手帳、各家庭に配りまし

たよね。このエコライフ手帳、どうなんですか。私が知っている中では、だれもつ

けてませんよ。つけてると言った人は一人もいません。そこら辺の統計は、どうい

うふうに町の方に来ていますか。 

〇議長（内堀千恵子君） 小平町民課長。 

〇町民課長（小平嘉之君） 確かに、さっきのエコバッグですか、自分で買ったらという

のもちょっと無責任というふうに思われますが、それについてはまた関係の方と打

ち合わせをして、検討させていただきたいというふうに考えております。 

 それと、エコライフ手帳の話ですが、まだちょっと私も詳しい資料がなくて、何

パーセントの回収率が上がっているかということをちょっとこの場でご説明する

ことができませんが、やはり話にしますと、あまりつけていない人が多いようでご

ざいます。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） 非常にいいことなんですね、やっていることは。ですから、ちゃ

んと町民の人たちにこういうＣＯ２を要は削減するんだと。積極的に行政としても

取り組んでいきたい、いっているんだということを、やはりもう少しアピールをし

ていただいてやっていただければなというふうに思います。 

 時間がないようですので、ちょっと先に進みます。 

 次に、同和事業の廃止の件ということで、これはもう町長、本当に自分の得意の

分野ということで、本当にまあ完全まではいきませんけれども、廃止をして、これ

は選挙公約どおりやられたということで、これは皆さん評価しているんじゃないか

なというふうには思います。同和事業を廃止をして、町長は４，５００万円ほど、

要は歳出削減になるというようなお話がありましたけれども、実際問題として、

１９年度、どのぐらいのこの同和事業に関して、どのぐらい歳出の削減になったの

か、そこら辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 同和事業の削減につきましては、当初予算ベースでは約４，０００

万円の削減になるということでご説明申し上げさせていただきました。実際の決算

ということですけれども、１８年度決算と１９年度決算の比較では、３，５００万
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円が減少しているということであります。 

 ただ、３，５００万円といいますのは、これは私が当選してからというか、初登

庁してから、一切の経費の支払いをストップしていますので、それがその年度内、

支払われれば、それがどうなるかということと、これは課長の給与が途中で止まっ

たということで、５カ月分ぐらいの給与が実際には支払われなかったというような

ことがありますので、大体４，０００万円弱ぐらいなものかなというふうに思って

います。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） 出の方はそういう形で３，５００万円ぐらいじゃないかというあ

れなんですが、入の方からいきますと、隣保館、１８年ですと隣保館の運営費等で

は４００万円ちょっと出てきていますし、またそこに人権教育の関係とかで１５０

～１６０万円きているんじゃないかなというふうに思っているんですが、入の方は

どのぐらい、１９年度、まだ決算なっていませんけれども、もしわかるようでした

ら、教えていただければと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 古越総務課長。 

（総務課長 古越敏男君 登壇） 

〇総務課長（古越敏男君） 入でございますが、人権センター関係は０でございます。 

 それと、教育の方も０でございますが、住新の方で若干事務費で４０万円ほどき

ていると思います。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） ０ということは、来なかった、要するに来ないということですね。

事業やらなかったから来なかったということですね。はい、わかりました。 

 町長、４，５００万円ほど削減になるということをうたって、公約出ましたけれ

ども、この件に関して、そんなには削減ならなかったという話だと思います。 

 次に、国保税の関係なんですが、国保税、町長、下げると、高いので下げるとい

う公約をしましたけれども、実際、国保税下がっていません。逆に上がっているの

かなというあれなんですが、要は、下げない理由は、この間ちょっと３月の議会の

だれかさんの一般質問で、これは後期高齢者が始まるからというような答弁をされ

たなというふうには思っていますが、そこら辺、どうして下げないのか、その理由

をお聞きしたいと思います。 
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〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） これにつきましては、古越日里議員の質問にこたえて、お答えさ

せていただきましたけれども、国保税の引き下げにつきましては、就任当初から

引き下げが可能かどうかということを検討しました。その検討の結果、大体１人

２，０００円程度の引き下げは可能であるという試算が出ました。しかし、その後、

この４月から始まりました後期高齢者医療制度が本格的に議論が始まったという

中で、この制度そのものが政府与党内でのいろいろな、あって、なかなか決まって

こないということから、この制度そのものがどういうふうになっていくのかという

ことが非常に不透明なまま、今年に入っても進んでおりました。そうしたもとで、

新しいこうした制度が始まるもとで、将来の医療費がこれでこの影響がどうなって

いくのかということや、こうした後期高齢者医療制度というものが、国保にどのよ

うに関連していくのかということの将来予測が非常にできない、不安定な要素があ

りました。こうしたことを総合的に判断して、今年度での国保税の引き下げについ

ては、実施を見送って、この後期高齢者医療制度を１年間実施する中で、さまざま

な影響や動向などをしっかり検証して、した中で、将来的な見通しと確実な方向性

をつけて引き下げをしていきたいと。 

 実際、県内の状況を見ますと、この後期高齢者医療制度の実施に伴って、それと

のいろいろな影響がきっとあるのかと思いますけれども、多くのところで国保税の

引き上げが実施をされるようでありますけれども、御代田町としてはそういうこと

で、１年間見送って、来年度の中で引き下げができるかどうかということを考えて

いきたいということで判断しております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） まあ、それはよくわかります。後期高齢者、どういう形になるか

わかりません。これだけ騒がれてまして。昨日の沖縄の選挙戦も、県会議員の選挙

戦も、見れば、沖縄といえば基地の問題とか、そういうのがトップでくるというふ

うに思っていましたけれども、この後期高齢者問題が一番の関心だったということ

の結果が出たというふうに、今日のテレビで言っていましたけれども。 

 でも町長、町長は同和事業を廃止をして、それで２，５００万円が浮くから、そ

れで国保税を下げるという約束で町長、選挙公約されたんですよ。それで昨年の６

月の議会では、研究して、来年の２０年度から国保税は下げますということを町長、
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言われているんですよ。また今度、高齢者、じゃまた来年の３月ぐらいになったら

また何かのが出てきて、またできないという話になってしまうんでしょうか。実際

問題として、町長は同和事業を廃止したお金を１軒当たり１万円ですか、１万円を

各世帯、２，５００世帯、２，５００万円を使うということを、町長は明言されて

いるんですが、選挙公約されているんですよ。その点は、どうなんでしょう、そこ。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 確かに、昨年の３月議会ですか、６月議会で答弁したときには、

そうした検討をしておりましたので、２０年度からは下げるように検討を進めてい

るということを答弁したというふうに思っています。 

 いずれにしても、選挙公約そのものが４年間の中での選挙公約ということであり

ますので、私は、将来にきちんとその実現可能だという、やはりそういうものをし

っかり持って実施していきたいと。実施してみたけれども結局予算が足りなくなっ

て値上げをするというようなことは、非常にあってはならないことでありますので、

今年度についてはそうした不安定な要素が非常に強いと。実際、後期高齢者医療制

度につきましても、いま衆議院選挙を前にして、その批判が高まっていることから、

政府与党内でもどのようにするのか、いわゆる軽減措置とか、いろいろに考えられ

ておりますし、また、中曽根前首相なども、こういう制度はもう一度やめた方がよ

いというような、そうした自民党の重鎮からもそうした意見が出ていますし、野党

の中では、後期高齢者医療制度は廃止だという、非常にいまこの後期高齢者医療制

度の問題をめぐっては、国政そのものが非常に揺れ動いている中にあります。です

から、やはり今年度はきちんと様子を見て、来年度に確実な方向として出していき

たいというふうに思っています。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） でも、それはね、町長ね、私は詭弁じゃないかなと思うんですよ

ね。町長は同和事業を廃止しているんですよ。廃止したんですよ。それで先ほど

聞けば、３，５００万円は歳出削減になったということを言われていて、それで

も２，５００万円なんですよ。２，５００万円は、２，５００万円以下だったらわ

かりませんけれども、２，５００万、３，５００万円なんですよ、浮いたお金は。

それを充てると言っているんですからね。これは町長、守っていただかなければい

けないんじゃないかなと。それは４年間のうちでやればいいですよ。それは公約だ
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から４年間のうちにやればいい、それはそれでわかりますよ。でもやはり公約した

以上は、１年でも早くやるのが選挙公約ではないんですか。 

 昨年は、昨年の３月議会か６月議会かわかりませんけれども、下げると、今年１

年、１９年度でいろいろ研究したりなんかして、それで２０年度は下げますよとい

う答弁もされているんです。やはりそこら辺を守っていただければなというふうに

思いますし、また同じように、値下げという話になりますと、保育料ですね。保育

料の件、お母さん方、いつ下がるのかなと、そういうふうにお母さん方期待してま

したよ。それで町長も２０％カット、それから副町長もそう、教育長もそうですよ。

教育長、副町長、特に副町長は課長さんより低い。教育長さんは本当に係長さんと

同じぐらいの給料かな、それで一生懸命頑張っていただいているわけです。その中

で年間５７０万円、要はカットしまして、このお金を保育料の方に充てるというこ

とで、やりましたよね。実際、保育料は下がってない。どうなっているのかなと。

これは是非聞いていただきたい。これは町長、町長に入れた人たちが非常に多かっ

たと思うんですよ、この件において。どうでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） ただいまご指摘のあった、保育料につきましても、それはこの

２０年度からはやはり実施することができませんでした。それは、いろいろ国との

関係その他の調整などがあって、実施することができませんでしたけれども、それ

については、いずれにしても、国保税の引き下げも確かに公約の中では学校給食に

ついては、これはもうできないので、できませんということを申し上げましたけれ

ども、国保税の引き下げとそれからこの保育料の引き下げについては、やらないと

いうのではなくて、確実にやっていく方法をいま検討しているんだということであ

りますから、それは確かに１年間遅れるとか、いろいろなことはありますけれども、

しかし、それは確実にやっていきたいと、このように考えています。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） 確かにね、町長、これは議会議員やっていたんだから、これはも

う国や県の影響、指導を受けるというのはわかっていたはずなんですよね。それを

わざわざ町長は選挙公約に挙げて、それでやったと。これはやはり町民の人たちを、

要はまたウソと言うと怒られますから、そこら辺ちょっと語弊がありますけれども、

そこら辺までは言いませんけれども、やはり町長、これは町民の人たちを騙したの
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ではないかなというふうに思うわけですよ。それで町長はね、いま国保、保育料出

ましたけれども、介護もそうですよね。介護保険もなぜ国保税は長野県で一番高く

て、介護保険は長野県で２番目に高い、どうしてこうなったかは、調査研究すると

いう形をお話しされていますよね、答弁。そこら辺は調査研究をされたんでしょう

か。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） この介護保険の問題につきましては、町としてこの間実施してい

る介護のサービスの適正化事業ということで、適正に進めるということをやってお

りまして、この間の説明でも、今年度は給付費が若干下がったということでありま

す。したがって、その効果はやはり出ていると思いますし、それから、町としては

今年度から管理栄養士１名と保健師１名を増やして、こうした病気の予防や介護に

ならなくて済むような健康増進策を進めているわけですけれども、それによって来

年度の介護保険料の見直しの段階でどのようにできるかということで判断してい

きたいと、このように考えております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） ちょっとこれ、一般質問のとおり町長から聞いても、また、して

また来年、また来年という形で、そうすると任期が終わってしまうんじゃないかな

というふうに思うんですが、それでですね、時間がありませんので、この件に関し

ては、しっかりと町長、町民のためにやっていただければなあというふうに思いま

す。 

 それとあと、町長車の廃止を町長、うたいましたよね。それで町長、町長車の廃

止のことはどういうふうに思っていますか。町長車の廃止はされたんですか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 申しわけありません。その前に、確かに介護保険料とか、国保税

の引き下げができなかったり、いろいろそういう問題はありましたけれども、しか

し、でき得る限り、そうした方々の負担を軽減しようということで、町としては例

えばそれはこの前、新聞にも出ましたが、多くの自治体がこの後期高齢者医療制度

のもとで、７５歳以上の方の人間ドックへの補助を打ち切るという中で、御代田町

としては人間ドックへの補助を継続しておりますし、下水道料金につきましても、

３年ごとの見直しですけれども、それについては見直しをせず、料金の据え置きを
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行ったり、また、子どもの医療費無料化を小学校６年生までに広げるとか、そうし

た、すぐにできるものについては、でき得る限り町民の皆さんの負担を軽減させる

ために実施しているということも、ご理解いただきたいと思います。特に７５歳以

上の後期高齢者が差別的扱いを受けるという中で、町では７５歳以上の方々に対す

るタクシー利用の助成事業、これにつきましては、最高で全部利用しますと、１人

の方が最高で２万１，６００円の補助を受けると、こういうようなことも行ってお

ります。すぐできることについては、そのようにすぐ進めるということですが、中

長期的に考えるべきことについては、そのように検討して進めているということで

あります。 

 それから、町長専用の公用車の廃止につきましては、あの車そのものは町長専用

の公用車ではなくて、ほかにもＥＴＣがついている車が町内には少ないものですか

ら、そのようなときに使うときには使っていただいておりますし、私としても、自

力で動くといいますか、なるべくその公用車は使わないように心がけているという

ふうに思っています。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） 町長ね、町長は町長車を廃止するということを言ってきたんです

よね。町長車廃止ということは、私は当初はあの町長車を売却するのかなと、それ

が一番かなと。それがだから町長車廃止かなというふうに思っていたんですよ。売

却しなくてやはりエコカーですので、プリウスですので、極力エコカーの方に換え

ていくというのが、いま流れですので、その売却ということは考えなくてもいいん

ですが、私は町長、要は運転手付きで乗っていれば、それは町長、町長専用車です

よ。町長専用車じゃないということは、いま先ほど町長言われたように、自分の車

を運転していくか、バスとかタクシーを利用するか、電車を利用するか、そういう

のが町長車廃止じゃないんですか。だと思うんですよ。ね、町長ね。でもね、町長

ね、これは町長、こんな無理なことをしなくたっていいと思うんです。この件に関

して、町長に対して、町長専用車じゃなくしたからよくやったとか、そういうこと

で町長、メールなりファクス、入っていますか。入っていないでしょう。町民はだ

れ１人として、町長は町長専用車に乗っていい、これは思っていると思うんですよ。

というのは、町長、やはり危機管理の関係からとか、あとは町長のスケジュールと

か、町長ね、そういう点からも、絶対に町長車って、おれ、必要だと思っているん
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ですよ、自分は。ですから、そんなに無理しないで、格好つけなくてもいいですか

ら、町長はやはり御代田町の一番のアタマですのでね、ですから、そこら辺をちゃ

んと考えてやっていただければなと思いますけれども、どうですか、町長。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 大変ありがたいご意見をいただいて、ありがとうございます。 

 ただ、やはりいま、いろいろな首長さん、私も見ていますけれども、やはり自分

で運転をしてきたりとか、町の公用車で運転してきたりとか、特にやはりいま職員

の削減という問題も出てきていますので、そのために公用車の運転手を確保すると

いうことは、やはりかなり無理があるだろうということで、私の場合でも、例えば

役場の職員が行くときには、その役場の職員に乗せていただくとか、なるべくその

職員に対する負担にならないように、有効に運転については柔軟に対応させていた

だいております。 

 いずれにしても、ご心配されている事故の問題や、そういうことが決してあって

はなりませんので、十分留意して対応していきたいと思います。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） はい、時間が迫っていますので、ちょっと先に行きたいと思いま

す。 

 町長、４月に組織改革されて、機構改革されたという４月から、役場の組織も変

わってきたということで、これ、我々には２月ですか、２月の全協で説明がありま

した。こういうような機構改革をしたいという説明がありました。その席で町長、

いままでの土屋町長が進めてきた大課制は失敗と。それと補佐制度も失敗というこ

とを、この全協の中で申されました。ところが、今回見ますと、課長補佐も増えて

いますし、課長は増えた、それから課長補佐も増えた。我々に説明と、ちょっと違

うんじゃないかなというふうに思うんですが、そこら辺はいかがでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） この前の町政のもとでの大課制は、失敗というふうには言ってお

りませんで、弊害が多いという表現だったかと思います。それで、今回の課長補佐

制度につきましては、前の課長補佐制度と課長補佐の持っている役割が違います。

前のときには課長補佐が幾つかの係を兼ねてというのを、決裁権を持っているとい

いますか、そういう課長補佐でありましたけれども、現在の課長補佐はそういうこ
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とではなくて、ある程度年齢を重ねてきた職員の皆さんには、やはりそれなりの待

遇をするということで、つまり係長としての待遇の、係長としての仕事のもとでの

課長補佐ということであって、前とは位置づけが違っております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） ちょっとそこら辺、あんまりよくわかりませんけれども、前の課

長補佐といまの課長補佐は違うと。決裁権が違うのかな。 

 それと、じゃあ人件費関係はどうなるのでしょうか。課長補佐になれば、等級が

上がるんですか。等級はそのままなんですか。で、この件に関して、前といまの人

件費はどのくらいアップしたのか、この辺をお聞きしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 古越総務課長。 

（総務課長 古越敏男君 登壇） 

〇総務課長（古越敏男君） はい、お答えします。 

 課長の数は、現在、９課２局で１１であります。消防課については、連合御代田

消防職員が兼任するため、数は同数になりました。で、課長が２名増えた理由です

が、会計課長と税務課長の併任をやめたと。それと教育次長をこども課長の併任を

なくしたということで、２名増加であります。 

 課長補佐の数については、１９年度比２名の増加で１２名でございます。課長補

佐については、係長経験１０年以上、年齢５０歳以上を選考基準としています。な

お、近隣市町村の制度も参考にしたそうでございます。 

 補佐の数については、職員の経験年数、年齢構成等により、年度により変動が考

えられます。 

 平成１８年４月１日の給料表の改正によりまして、いままでの８級制が、給料表

が６段階になり、課長６級から主事の１級まで８段階が６段階になりました。 

 それで、換算額も、課長と主事までの換算額も非常に少なくなってきております。

昇給についても、１号俸が４分割になり、昇給制度も変わってきました。 

 また、５５歳になりますと、通常昇給の２分の１になります。いままで当町、国

の制度あるいは県の制度で５８歳で昇給延伸、停止でありましたが、当町では実施

しないでおりました。限られたポストでもあり、職員の士気を高めるためにも、補

佐の数が２名増加いたしました。係の数については、２８係が３０係になり、２名

増でありますが、消防係が兼務、博物館係は堤学芸員が係長と同格であったため、
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実質は同数でございます。 

 ご質問の人件費の増加でございますが、課長、課長補佐になると、超勤手当はも

ちろんつくことはありません。管理職手当より超勤手当が上回る係も相当数あると

思います。２０年度決算を見ないと定かではありませんが、職員の総人件費から見

ると、変わりないか、若干の増かと思います。 

 参考でございますが、御代田町の役職については、課長、補佐、係長の３段階で

ございます。隣の軽井沢町さんにおいては、課長、補佐、主幹、主幹というのは係

長より若干上であります。係長と同等の主査というのがあります。佐久市、小諸市

にあっては、部長、部長にならない方で次長あるいは参事、課長、課長と同格の主

幹、それと補佐、係長、係長同等というように、細かく分かれております。 

 それと、補佐でございますが、補佐になりますと５級に上がりますが、町のいま

の給料表でございますが、課長の最高号俸は４２万５，９００円でございます。補

佐の最高額は４０万３，７００円でございます。係長の最高額は３９万１，２００

円でございます。これを改正前と比べますと、課長の最高職は４６万７，６００円、

８．９％の減でございます。補佐については４４万３，２００円が４０万３，７００

円、８．９％の減。係長については４３万２，３００円が３９万１，２００円、

１０．５％の減。以上であります。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） 先ほど、じゃあ給料はそんなに上がってない、全然上がってない

ととっていいの？ 

〇議長（内堀千恵子君） 総務課長。 

〇総務課長（古越敏男君） 係長は４級、補佐になると５級になりますが、換算額が非常

に少ないために、そんなには大差がないと。 

〇９番（朝倉謙一君） ２０年度決算を見ないとわからないという、実際にはわからない

ということですね。はい、わかりました。 

 ちょっと先ほどね、言い忘れちゃったんですけれども、町長、今年２０年度から

医療費、小学校、子どもの医療費、小学校卒業まで無料化ということで、この４月

から実施されています。これは要は少子化問題等の流れじゃないかなと思いますし、

私は中学校卒業までの医療費無料化、子どもの、を検討したらどうだというふうに

提案をしたいというふうに思うんです。 
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 それで、この間ちょっと新聞を見ますと、長野県６２町村ある中で、３１町村が

中学校卒業まで無料化をしていると。それで東御市がどうやら段階的にやるという

ような新聞等載っていましたけれども、そこら辺の方、御代田町も子どものことを

考えますと、そこら辺まで考えていただいたらどうだというふうに思います。簡単

にちょっとお聞きしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） ただいまの朝倉議員のご質問の要旨は、乳幼児福祉医療

給付費の対象を中学生まで拡大というお話かと思います。できるできないの判断は

私からちょっと申し上げるところではございませんので、試算についてちょっと述

べさせていただきます。 

 ご承知のとおり、本年４月から従来の適用範囲でありました就学前までを、小学

校６年生までに拡大した経過がございますけれども、適用範囲が拡大されたばかり

でありまして、まだ新しい適用範囲での給付は全くございません。要するにお金を

支払った経過がないということでございます。また、一般的には就学前より小学生

の方が、また小学生よりも中学生の方が、もう医療費はだんだんかからなくなって

いくというようなことも言われておりますので、対象を中学生までに拡大した場合

の経費については、これを的確に推計することは非常に難しいというふうに言わざ

るを得ないわけですけれども、あくまでも机上の計算で、小学校は６学年、中学校

は３学年でございますので、本年度当初予算で小学校６学年分を計上したのが、約

８２０万円。ですから、これの半額、４１０万円程度を計上すればというふうには

考えられます。ちなみに、昨年の８月から近隣の、近隣といいますか、この南北佐

久の中で小海町が始めてきているんですけれども、この半年間の実績から推計しま

すと、要するに児童数ですとか生徒数ですか、そういったようなことから推計をし

た場合に、約２４０万円程度になろうかというような試算でございます。以上でご

ざいます。 

〇議長（内堀千恵子君） 朝倉議員。 

〇９番（朝倉謙一君） わかります。はい。まだ小学校卒業までのやつがまだここで始め

たばかりですので、まだ完全に出てませんからどうなるかわかりませんけれども、

一応、そういうことで、そういう流れというんですか、もう要は少子高齢化の問題、
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これも１つの少子化問題の中に入ってくると思いますので、そこら辺をやはりじっ

くりとよく研究していただいて、できる限り早く、そういう方法でやっていただけ

ればなというふうに思います。 

 まだちょっともう少し聞きたいところがありましたけれども、時間になりました。

またこの次に聞くようにいたしまして、私の質問は以上で終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、通告１番、朝倉謙一議員の通告のすべてを終了いたし

ます。 

 この際、暫時休憩といたします。 

（午前１１時０１分） 

（休  憩） 

（午前１１時１３分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を再開し、一般質問を続行いたしま

す。 

 通告２番、笹沢 武議員の質問を許可いたします。 

 笹沢 武議員。 

（４番 笹沢 武君 登壇） 

〇４番（笹沢 武君） 議席番号４番、笹沢 武でございます。 

 私は、将来に希望の持てるまちづくりについて、ご質問をしたいと思います。 

 御代田町は、これといった特徴が少なく、地域資源が不足している町だと思いま

す。そこで、町民が将来に希望の持てるまちづくりをするためには、ビジョンが必

要であります。将来ビジョンを描いてまちづくりをする、具体的な考え方がおあり

かどうか、４項目についてお尋ねいたします。 

 まず、１番といたしまして、３月議会でも申し上げましたが、地域農業の振興に

ついては、農業従事者の高齢化と担い手不足は深刻な問題でありますが、特に遊休

農地及び荒廃地の有効活用を図り、農業の発展に取り組んでいかなければなりませ

ん。農地は減っても、増えることは考えられないからであります。グローバリゼー

ションが進み、生活に欠かせないものの値段がじりじり上がっております。町長も

議会招集のあいさつの中で、深刻な食糧問題、燃料問題を述べておられましたが、

一般的に言われている理由は、天候が不順だった、人口が増えた、開発と工業化で

農地が減った、途上国での食生活が変化した等々、もっともな話ばかりです。 
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 御代田町では、持続的な農業生産を高めるために、都会との交流を図ったり、農

業体験をしていただくとか、放棄地に花を植えたり、ブルーベリーを育て、仮の話

でございます、ブルーベリーを育て、付加価値をつけたジャムにするとか、期間限

定で、ふれあいベジタブル御代田としてのイベントを企画するとか、御代田町農産

物のブランド化を図ることが必要なことではないでしょうか。 

 各自治体では、消費者の栽培体験、町民てづくり事業、これは長和町でございま

す。住民と共同企画事業講座－上田市、１００坪貸出事業－伊那市等、官民一体に

よるまちづくり事業が進んでおります。農業は将来性のある分野と捉えなければな

りません。 

 御代田町の農業振興については、どのようなお考えがありますか、お聞きをいた

します。 

 １番については、その問題でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） お答えさせていただきます。 

 まず最初に、ご指摘があった御代田町は特徴の少ない町だという、そうしたご指

摘もありましたけれども、将来のこのビジョンというものをどのように持つのかと

いうことにつきましては、いまいろいろ都会との交流とか、いろいろなお話、あり

ましたけれども、まず私たちは何か将来のそのまちづくりのこの青写真をつくると

いうことが目的ではなくて、やはり現在の御代田町の優れたところにしっかりと目

を向けて、１つひとつ、一歩一歩、階段を上るように、そうした優れたところを着

実に行政としても手だてを尽くしながら、また町民の皆さまの力を生かしながら、

伸ばしていくということが、この問題に対する本旨ではないかなというふうに思っ

ています。 

 その点で御代田町にはどのような特徴があるのかと。特徴がないというご指摘で

したけれども、私は御代田町が将来に発展すべき根拠となるさまざまな特徴を持っ

ていると思います。それは、少し述べさせていただきますと、御代田町はこの浅間

山麓の裾野に広がる高原の町で、冷涼な気候、それから澄んだ空気、それから適度

な湿度、安全でおいしい水など、自然環境に大変恵まれた町です。ですから、こう

した自然環境に恵まれた町だからこそ、御代田町では高原野菜を中心にした町の農
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業が発展してきたというふうに思っています。 

 御代田町のこの高原野菜は、農家の皆さまの本当に長い間の努力によって、全国

的に見ても有数な産地の１つになっており、その規模はＪＡ佐久浅間管内の野菜生

産出荷額の３割近くを占めているということで、町の中心的な産業であり、大いに

誇れるものだと思っています。 

 また、御代田町のもう１つの大きな特徴としては、工業の面でありまして、これ

もやはり御代田町のこうした自然環境のもとで精密機械の工場が成長している、発

展しているというふうに感じておりますが、こうした優れた自然環境のもとで精密

機械、精密部品の製造とともに、技術開発でも世界に大いに発信している優良な企

業が多い。それはミネベアやシチズン関連などの企業でありますが、で、現在、例

えばミネベアで見ましても、工場を大きく増設して、従業員の増加に対応するため、

駐車場の整備や新たな確保なども進めています。 

 また、シチズンファインテックとシチズンミヨタも、合併が予定されて、今後強

固な企業として新たな事業展開を進めるということを期待しておりますし、現在や

まゆり工場団地にある工場の大規模な拡張工事も予定されています。 

 また、町内の企業は、ＣＯ２削減で地球環境に優しい企業を目指して、生産など

に使用する燃料を、これまでの灯油から、県内でもいち早く都市ガスに切り換えを

進めており、こうした企業の取り組みは、全国からも注目されています。 

 ですから、こうした御代田町は非常に農業の面でも、それから産業の面でも、他

の自治体から、近隣自治体からも喜ばれる、何というか、羨ましがられる町となっ

ております。それは例えば軽井沢町は観光の町でありますけれども、しかし、いま

観光という面で見れば、非常に不安定な要素も当然あったり、そうした観光に、本

当に極端にもう偏っておりますけれども、御代田町の場合には、農業とこうした精

密機械を中心とする工場によって、非常にバランスのとれた、特徴のないという言

い方をすると、まあそうかもしれませんけれども、いわゆる、非常にバランスのと

れた町だというふうに思っています。 

 いずれにしても、基本的にはこうした農業振興でも商工業でも、あらゆる分野で

ほかの自治体にはない、御代田町の有利な条件、ここにやはりしっかりと焦点を当

てて、この有利な条件を生かしきっていくというところに、やはり町の更なる発展

につながるものがあるのではないかというふうに私としては確信をしているとこ
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ろであります。以上であります。 

 いま細かく出た内容については、課長の方から答弁をしていただきます。 

〇議長（内堀千恵子君） 武者産業経済課長。 

（産業経済課長 武者建一郎君 登壇） 

〇産業経済課長（武者建一郎君） それでは質問の中で農業従事者の高齢化と担い手不足

というようなことがございましたので、その部分について申し上げさせてもらいま

す。 

 日本の食糧自給率は、３９％でございますが、農業者は全国では３％の就業率と

のことでございます。いままで国内物よりも安い国外産を輸入し、輸入に頼った結

果で、国内農産物、それから農業生産を振興してこなかった国の農業政策でありま

した。現在、自給率を高めようと、国策として取り組んでおりますが、効果がすぐ

に上がるというものではございません。 

 町といたしましても、国策に沿って現在取り組んでいるところではございます

が、新規就農者や担い手を一朝一夕で確保できるものではございません。御代田

町は９１３名の専業農業者がおります。１５歳以上の就業者人口に占める割合は、

１２％でございます。販売農家数は３９８戸あり、専業農家数は１５５戸、兼業農

家数が２４３戸です。そのうち、同居の後継ぎがいる農家数が１２５戸あります。

兼業者を含めますと、１，１２４名の農業従事者でございます。 

 ６５歳以上人口は、男が２０８名、女が１８８名、合計３９６名でございます。

このパーセンテージは３５％でございますが、県では６５歳以上人口が６４％でご

ざいます。高齢化については、県の平均に比べますと、大分下回っていると、そう

いうふうに感じております。 

 平均年齢につきましては、県が６７．１歳、町は６２．３歳。女性は県が６５．４

歳、町が６４歳です。この部分についても県平均に比べれば大分下回っているとい

うふうに感じております。 

 あと、先ほど町長が申し上げましたけれども、御代田町の農業生産でございます

けれども、総販売額、浅間農協の第９回の通常総会の事業報告でございますが、総

販売額では１９４億６，６４０万円。うち野菜が１０３億７，７６３万円。御代田

支所、３支所ございますが、御代田支所につきましては、御代田町の農業者の分で

ございますが、そのうちの３支所の販売額が約２７億円でございます。野菜販売額
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で約３０％、それから米を含めた総販売額では、１４％を占めております。 

 数字上で示すとおり、御代田町の農家の皆さんには、本当によく頑張っていただ

いていると私も思っております。 

 遊休荒廃地につきましては、３月の議会でもご説明させていただきましたけれど

も、いま国の品目横断的経営安定対策というような事業で、事業を実施していると

ころでございますが、平成１６年の農林業センサスでは、４９名の認定農業者、担

い手の部分でございますが、現在は１３５名が認定され、担い手として取り組んで

いただいております。その中で農地の利用集積で、１７年が２９ヘクタール、１８

年が４２ヘクタール、１９年が２３ヘクタールとの利用集積がなされて、大規模化、

それから遊休農地の解消に努めていただいております。 

 したがいまして、町内にある遊休地、荒廃地の大部分は、山づきの農地、それか

ら沢沿いの田、あとは土地がやせており、収量の上がらない土地、それから不在地

主の山林化された農地というようなことで、大部分が占められるというふうに思っ

ております。 

 それから都市と農村の交流を図り、地域の活性化を図るというようなご質問でご

ざいますが、いま専業農家の皆さん方は、販売額を上げるためにできる限りのご努

力をいただいているところでございます。高齢の農業者の皆さん方も、出荷の箱づ

くりだとか軽作業とかということで、努力していただいているところでございます。

農家の皆さん方にその都会との交流とか、そういうものについてお願いするという

ことができませんものですから、これからは都市との交流を担うということでござ

いますので、都市との交流を担う人材の育成、これを図ることが必要性を感じてい

るところでございます。以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 笹沢議員。 

〇４番（笹沢 武君） 町の考えはわかりましたけれども、先ほど町長が、特徴がないと

私言ったんじゃないんですが、特徴が少なく、地域資源が不足していると、こうい

うものの言い方したんですが、ちょっとその辺がニュアンスがちょっと私と違うな

というふうに考えますので、ちょっと修正をしていただきたいと思います。 

 確かにいま、非常に基幹産業の農業について、一生懸命取り組んでもらっている

姿はわかるんですけれども、いま世界規模で見ますと、食糧と燃料が共存していか

なければいけないのに、どうも燃料の方に偏っちゃっているという、非常に危機的
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な状況だと思うんですよね。飢餓状態が起きているという新聞の記事がよく出てい

ますけれども、食糧がないんですよね。分捕り合戦ですね。始まった食糧争奪戦と

いうような記事もたくさん出ていますが、本当に農地を大事にして、山間農地であ

っても何か利用価値を生み出してこれからやっていかないと、いつか必ず食糧の危

機が来るというふうに私は思っております。あと２０年後、３０年後になったら、

本当に大変な事態になっているということです。だから、地域で守れるものは地域

で守ると。自分の城は自分で守るという考え方のもとに、是非行政運営を図ってい

きたい、いっていただきたいというふうにお願いを申し上げたいと思います。 

 それから、これちょっとお答えいただいてないんですが、『ふれあいベジタブル

御代田』、だれでもどこへ行っても地域の野菜が手に入る、買えるということにつ

いては、どうお考えですか。 

 あの、これは、私、実は先々月ですかね、マレーシアで学校経営をしていらっし

ゃる方とお会いしまして、御代田はとってもいいところだと、さっき町長言いまし

たけれども、非常に住みやすい、軽井沢へ家を建てようと思ったけれども、御代田

にしました。何がいいかといったら、さっきお答えありましたけれども、気候・空

気・湿度、本当に自然環境がいいということなんですが、ただ、残念ながらスーパ

ーへ買い物に行っても、御代田の野菜がないんですねと、こういう話だったですね。

確かに御代田って書いてないですから、御代田の野菜は買えないわけですが、どこ

から来たものか、生産者はわかると思うんですけれども、そんなことがありまして、

期間限定でどこの農家へ行っても、どこの直売所へ行っても、だれでも安く野菜が

手に入る、『ふれあいベジタブル御代田』というようなイベントも、是非やってい

ただきたいと。必要じゃないかと。部分的にはやっていますよね、西軽井沢で。野

菜の直売があったり、それはいつも広告が入ってきますからわかるんですけれども、

そういうことについてのお考えはいかがでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 武者産業経済課長。 

〇産業経済課長（武者建一郎君） いま現在は、あゆみ会、それから塩野中山間事業組合

直売所をやっていただいております。それから西友御代田店の中に、ブースを設け

て生産者が直接売れるような箇所がございます。そんなようなことを踏まえまして、

そういうところへもやっていきたいと思っております。 

 まちづくり交付金事業、２１年から始まるわけでございますが、その中では一応、
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直売場施設の建設ということで検討しておりますので、その方でやっていきたいと

いうふうに思っております。 

 御代田町の農産物は、市場では大変高い評価を得ているわけでございます。それ

から最盛期になりますと、１日その出荷額が２万ケースというような数値になると

思うんです。そうすると、その２万ケースを小売りで、小口販売とかそういうこと

が、農家の皆さん方はできないというのが、いま現状でございます。ですから、ど

うしても必然的にその農協の全農系統からの出荷ということでなければ、さばきき

れないというのが現状でございますので、いま言われますその御代田町の野菜を御

代田町で買えるというようなこともこれから踏まえて、検討してまいります。以上

でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 笹沢議員。 

〇４番（笹沢 武君） 是非、そういうことを考えていただきたいと思いますけれども、

もちろん、ＪＡさんだとか生産者の皆さんのご協力がなければ、行ってもうちには

そういうものは売れませんよなんていうことになってしまうと困りますので、地元

のものは地元で買えるような、そんなイベントも一番、非常に大事じゃないかなと。

御代田の売りは農業ではやはり野菜が中心だと思いますので、そういうイベントも

大事じゃないかなというふうに、これはまちづくりのために大事だということなん

です。もちろん、冬は採れませんから、期間限定でやっていただくということです

けれども、よろしくお願いをしたいと思います。 

 次に、２番目の工業についてお尋ねをいたします。 

 工業の振興について、工業は御代田町発展の基礎であり、今後も工業振興事業の

必要性があると考えます。そのため、用地の取得をして、今後工場誘致を積極的に

行うお考えがありますか。特に精密分野とかベンチャー企業の誘致が必要と考えま

すが、工業についてのお考えをお聞きしたいと思います。これは雇用の創出と若者

の都会への流出を防ぐ、大きな目的があるわけでございます。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 優良企業の誘致は、雇用の創出、消費の拡大、安定した地域経済

の発展など、町の基盤を支える大きな重要な施策の１つだというふうに認識してお

ります。しかし、近隣の自治体の工業団地の分譲状況などを見れば、土地開発公社
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が開発し、所有しているもので販売先が決まらずに長い間塩漬けの土地になってい

る、そういう現状が数多く見られます。こうした中で、御代田町としては、大林地

区の準工業地域に大規模な事業所が集中し、そのため、新たな用地の確保ができな

いということから、平成１０年にやまゆり工場団地を造成したわけですけれども、

最後の分譲区画であった日穀製粉が、本年４月に操業を開始したということであり

ます。 

 こういった中で、御代田町では当分の間、新たな工業用地の造成確保は見合わせ

たいと思っています。企業から進出の情報があれば検討したいと、このように考え

ております。 

 それは当然、我々としては、こうした工場を呼ぶというのは、本当に必要なこと

でありますけれども、しかし、いまの経済状況やいろいろな動きをしっかり見てい

かなければ、無駄な投資になる可能性もあります。 

 こうした中で、例えば、佐久市が工業立地に頑張る市町村２０選受賞ということ

で、佐久市がこれに受賞したという記事がありましたけれども、この中で、この工

業立地に頑張る市町村としてなぜ選ばれたということで、それは佐久市が、例えば

１１３もの生活支援メニューで子育て支援都市を堂々と宣言して、例えばそれはす

べての児童館を整備して、子どもたちが放課後も安心して過ごせると。その児童館

は無料で利用でき、平日は夜７時まで、土曜と長期休暇中は夕方６時まで子どもを

みてもらえるということで、こうした子育てなどの、つまり働く人たちの条件整備

を進めるということで、こうした工場立地といいますか、それを促進しているとい

うことで評価を受けています。私もこういう点は非常に重要だと思っています。 

 現在、御代田町では、御代田町にあるミネベア、シチズン関連、そうした企業に

対して、従業員へのアンケートをこの秋ごろには実施したいと考えています。それ

は、御代田町の工場で働いている従業員の皆さんにできるだけ御代田町に住んでも

らう、そうした定住者対策を重点に、このアンケートを実施して、こうした方々が

どういう施策があれば御代田町に住むのか、また、御代田町の工場に勤めるのかと

いうことで、そうした内容をつかんで、この働く環境の整備というものを計画して

おきます。これは既にそれぞれの工場にもお願いをして、秋ごろには全従業員に対

してアンケートをお願いしたいということで、そうした要望をしっかりつかむとい

うことがまず大事だということと、もう１つ、目を向けているのは、こうした、い
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ま発展している町内の企業には関連企業や下請企業があります。そうした関連企業

や下請企業は御代田町のそのいまの本社、本工場の近くに来れば、効率がよくなり

ますので、そうしたことが可能かどうかというような話は、工場関係者とはまだ始

めたところでありますけれども、そのようなことも考えられるかなというふうに思

っています。以上であります。 

〇議長（内堀千恵子君） 笹沢議員。 

〇４番（笹沢 武君） 新たに工業団地をつくるという考えは、いまのところないという

ことですけれども、要望があればという答弁でございましたが、それはそれで、い

ま立派な上場企業さんがありますので、しばらくはそれでいいと思いますけれども、

将来を見たときに、やはりそういうものが大事ではないかなというふうに私は考え

ております。将来といいますと、２万人都市構想計画を持っているわけですから、

２万人になったときに、もっと大きな工場の誘致が必要じゃないかと。町のために

も住民のためにも必要じゃないかなというふうに思っていますが、是非その辺も考

えていっていただきたいというふうに思っています。 

 工業については、非常に立派な企業さんが御代田町にありますので、いまのとこ

ろは安心していられるというふうに私も考えております。 

 ３番目の、観光の振興についてお尋ねをいたします。 

 現在、２０万人前後で推移している観光事業でございますが、先ほど同僚議員か

らも話がありましたが、苗畑跡地と観光を一体とした整備・優客が図れないものだ

ろうかということを考えております。一昨年、ガーデニングのまち深谷市を視察し

てまいりましたけれども、駅前から花いっぱいの町並みでありまして、個人の庭も

一定期間、一般の人に公開するという活動もしておられました。２０万人前後の観

光客で満足することなく、御代田町はヤマユリの里と言われているわけですから、

各戸にヤマユリを栽培してもらって、花の時期にはどこへ行っても、だれもがヤマ

ユリが楽しめるまちづくりというのも簡単にできるんじゃないかなというふうに

考えております。苗畑跡地にはヤマユリが咲き乱れる観光名所をつくることもでき

るんじゃないかというふうに考えておりますが、そういう観光の振興について、ど

のようにお考えでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 観光についてどのように考えているかということでありますけれ
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ども、観光というものは、そもそも行政などが何かをつくるということではなくて、

もともとそこにある名勝、旧跡、温泉など、その地域の資源を、そうした観光資源

ですね、こうしたものがあるかどうかということが、まず非常に重要でありまして、

例えば軽井沢にできたショッピングモール、あれは観光施設という呼び方もあるよ

うですけれども、しかしあれは観光施設ではなくて、やはり商業施設ということに

なります。ですから、そういうことを考えますと、御代田町にある観光資源として

は、当然浅間山、真楽寺、龍神まつり、寒の水、小田井宿まつりなど、そういうも

のが考えられます。いずれにしても、そうした地域の自然、景観、こうしたものが

大きな要素になるかなと思います。 

 そうしたもとで、町としては、そうした観光資源に対して、例えばそれは道路が

少なくて住民生活に支障があるとか、そうしたことに対して道路整備を進めるとか、

必要な駐車場整備を進めるというようなことは、当然しなければなりませんけれど

も、しかし、町が何かやはりそれに対して施設をつくって、やるということは、や

はりだめだろうと。この間のいろいろ長野県内、また全国の状況を見ても、行政が

その箱ものをつくったりするだけの観光とかまちづくりは、やはり成功しないとい

うことで、町としてはそうした観光資源のＰＲとか、そうしたものに対する環境の

整備だとか、こういうことは行いますけれども、それが町の何といいますか、売り

上げを上げるといいますか、そういうものにつながるようにするには、それはやは

り民間の力を活用しなければできないことではないかと、このように思っています。

以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 笹沢議員。 

〇４番（笹沢 武君） やはりこういう事業をやるにあたっては、行政だけではやはり無

理だと思うんですよね。民間の、私ども、いま盛んに勉強していますまちづくり協

議会御代田の団体だとか、中山間地営農事業組合とか、あゆみ会とか、それから味

噌工房さんですとか、ＪＡさんとか、そういうところの力を借りてやはりやってい

かないと、できるものではないと思います。 

 特に私、よく言うんですけれども、町花ヤマユリがなかなか御代田町の駅下りて

きても、ヤマユリが見れないと。ですから、１軒ずつヤマユリを育ててもらったら

どうかと。私も、実はこういう質問をするにあたって、去年、ヤマユリの種、種じ

ゃなくて球根を買って、冬、ずっと寝かせておきました。見事に６本、全部芽が出
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てきまして、相当大きくなっていますけれども、そういうやはりその知恵といいま

すか、何か観光になるようなものを、できることから始めるというのは非常に大事

なことだと思うんですが、やらなければ何も起きませんから、是非、その辺も考え

て、ヤマユリを育てるスペシャリストもいらっしゃいますので、そういう人たちの

力を借りたりしながら、是非、御代田へ行ったらヤマユリがどこへ行っても見れる

と、時期になれば、それから先ほど申し上げましたけれども、深谷市の深谷シティ

かな、花いっぱい、深谷シティ花フェステというような名前で、観光客を呼んでい

ますけれども、御代田の場合は、御代田タウン花フェステでもいいと思いますけれ

どもね、そういうそのいろいろなことをやはりやっていかないと、なかなか特徴が

出ないと思うんですね。是非その辺もお願いをしておきたいと思います。 

 最後に、魅力ある商業振興についてお尋ねいたします。 

 大型ショッピングは、雇用と税収をもたらしましたが、大型店が撤退したら、そ

の後、町はどうなるんでしょうか。いずれメガモール時代は終わります。駅前を中

心としたスローフードのまちづくりを提案いたします。 

 どんなお考えがあるか、お聞かせをいただきたい。 

 １として、駅南北の縦通路の建設が非常に大事じゃないかというふうに考えてお

ります。 

 ２つ目は、空き家、商店等、建物の再利用を考え、特産品販売所とか、蕎麦道場

など、活用できる道はまだたくさんあるかと思います。 

 ３番目といたしまして、駐車場のないことも大きな問題でございます。駅西側の

パスカード化になっている駐車場を、１回１００円とか２００円の利用体系にして、

機械装置を改修したり、ロータリー側の駐車場は時間制限付きで利用すると。有料

で利用してもかまわないと思いますけれども、そんなことが商業施設、駅前といい

ますか、駅中心としたその商業施設という面ではそういうことだと思いますけれど

も、その辺についてお尋ねをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 駅周辺の商業の活性化ということでありますけれども、いま、ご

提案いただきましたのは、３つありましたけれども、まず、駅の南北通路というご

提案がありましたけれども、これにつきましては、この駅の南北の通路ということ

を考えますと、非常に事業費が、かなり大きな事業費がかかる公共事業になります。
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現在、これだけの大きな町の予算をかけても、それに対してどれだけの効果がある

だろうかということについては、それほどの効果が見込めないということが考えら

れます。したがいまして、駅の南北の通路についても、検討はしてきましたけれど

も、これについては現在は実施をしないという、つまり、かけたお金に対する効果

が望めないということで、それが駅周辺の商業活性化につながるものとは考えられ

ないということから、これについては見合せております。 

 駅前の空き店舗が増えているということで、何かそれを活用できないかというこ

とでありますが、駅周辺のこの商業の状況につきましては、現在、駅前商店会とし

ても、いま活動がない状況にありまして、商工会としても現在計画がないような状

況にあるわけです。したがって、このこうしたところをどうするのかということに

ついては、やはりこれは行政主導ということでは非常に難しいわけで、そこに商売

をしていらっしゃる方、また、商工会などの中で、どうすれば駅前が活性化するの

かというようなことで、是非そうした計画を、具体的な計画があるならば、是非協

議させていただきたいと思いますけれども、現在、そうした提案といいますか、計

画がありませんので、現状としてはどうしようもならない状況にあります。 

 それから、いま、駅西側の駐車場を１００円で時間で使えるようなものにしたら

どうかというようなことでありますけれども、これについてはもうつくった当初か

ら年間利用料ということでやっていますので、これについてはそれがその駅の活性

化と関係あるのかないのか、そうしたこともやはり検証が必要だと思いますし、そ

こをその１００円のパーキングですか、にした方がその経済効果があるのかどうか

というようなことも、現在、それはまだ検討もされておりませんので、そういう点

が必要であれば、それはそれで検討させていただきたいとは思っていますけれども、

ただ、あそこについては、設備投資をしてしまったということがありますので、そ

うした設備投資との関係でもやはり考えなければなりませんので、それについては

宿題にさせていただきたいと、このように思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 笹沢議員。 

〇４番（笹沢 武君） どうも中心市街地活性化について、町長、消極的な発言だと思う

んですけれども、南北通路は私はできると思っていたんですね、今度の町興事業の

中で。で、駅前の活性化をすれば、南北通路が絶対必要なんです、あれは。どうも

その辺が、商業について町は考えていないのかなというふうにしか私はとれません。
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先ほども言いましたけれども、行政だけに頼っているわけじゃないんですよね。私

どもも力を出しますと。いろいろな角度から、さっき言いましたけれども、商工会

とか観光協会とか、それから、まちづくり協議会御代田のメンバーとか、そういう

人たちがいろいろな案を出して、行政に提案していくことも、ひとつ大事なことだ

と思っています。もう少し駅前についてもっと積極的なお考えはないんでしょうか。

中心、町の顔ですからね、駅の前というのは。パスカード化だけで、一般の駐車場

がない。駅前の空き店舗を利用した活性化もない。だって、商店に来る人は駐車場

がなければ店に寄れませんよ。だから、沢の一番下の法面は町の資産だそうですか

ら、下の方だけ、下のあれはいま木が、林が覆っていますけれども、ああいうとこ

ろを刈って駐車場整備をするとか、いろいろな方法は考えられるんですが、それ、

どうでしょうかね。もうちょっと、この駅前の活性化について、お考えはないでし

ょうか。ちょっと淋しいあれですね、答えだと思いますけれども。いかがですか、

ほかの部署の課長さんでも結構ですけれども、お考えがあったら是非聞かせていた

だきたい。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 駅前の活性化というのは、確かにそれは龍神まつりをなぜ開いた

かといえば、やはりそうしたことが１つの大きな目的であったりしているわけです

けれども、こうした経済活動については、行政としてやっていることは、例えばそ

の業者の皆さんが資金が必要であれば、そうした資金をどのように低利でお貸しす

るとか、そうしたことはできますけれども、しかし、商売そのものに手や口を出す

ことはできません。ですから、いま急にこんなような形で言われたわけですけれど

も、駅前のそうした商店会ですか、こうした方々や商工会の方からいろいろな提案

があれば、町としてできることについては相談にも乗っていこうと思っていますけ

れども、現在、そうした駅前や商工会の中では、そうした計画がないということで

すので、議論のしようがないかなというふうに思っています。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 笹沢議員。 

〇４番（笹沢 武君） この魅力ある商業については、商工会とか観光協会の皆さんとも

よくお話しをさせていただきたいと思いますし、まちづくり協議会御代田の中でも、

１つのテーマとして取り組んでいきたいと思います。それには、どうしても沢を刈

ってもらわないとだめなんですね。ですから、私が言っているのは、大型のショッ
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ピングセンターを持ってくるようなことではなくて、御代田町の顔である駅前の活

性化というのは、やはり行政である程度考えてもらわなければまずいと思うんです

よ。どこがじゃあ中心地なんですか、御代田は。駅前しかないじゃないですか。南

北通路もつくる気がない、何でないんですか、何十年も同じこと繰り返し言ってい

ますけれども、全然進歩がないですよね。是非、もう一回考えていただきたいとい

うふうに思います。商業施設の問題だけで議論すると、１時間ぐらい楽にかかって

しまいますので、今日はもうこの辺でやめますけれども、是非、今後の課題として、

取り組んでいただきたいというふうに思います。 

 以上、４項目について質問しましたが、何回も申し上げます。行政だけで行うも

のではなく、議会、商工会、観光協会、中山間地営農事業組合、あゆみ会、味噌工

房、ＪＡさん、その他団体の代表等でまちづくり懇談会を立ち上げて、御代田町の

将来像をつくっていきたいと思いますけれども、そういう協働のまちづくり懇談会

のような立ち上げは考えていますか。最後にそれだけください。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 実はその件につきましては、町内にいろいろある生産者グループ

や、そして直売所などをやっているグループ、いろいろありますけれども、そうし

たグループで話し合いといいますか、こういう、そういうことを持とうという話が

ありまして、町としてもそうしたグループに声をかけましたけれども、しかし、や

はりそれぞれのグループの思いというのはいろいろありまして、例えば私たちのグ

ループは、いまこれ以上手を伸ばしても、それ以上のことはできないと、やはり身

の丈に合った活動にしていきたいということや、そうしたいろいろ思いの違いがあ

りまして、そうしたグループに集まっていただいて、話し合いを持とうとしました

けれども、しかしなかなかちょっとそういうふうにならない状況にありました。 

 ですから、それぞれのグループのいろいろな考え方、そうしたものがありますの

で、どのようにすればみんなの気持ちが一緒になって、そうしたふうになっていく

のかという点については、今後も模索していきたいというふうに考えています。し

かし、御代田町の間違いなくそうしたいろいろな面での活性化の核になっていただ

くのは、そうしたグループや、いわゆるボランティア的に活動している皆さんのや

はり力を発揮して、知恵や力を発揮していただくことだと思いますので、引き続き

この点については、できないかどうかということで考えていきたいと、このように
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思っています。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 笹沢議員。 

〇４番（笹沢 武君） 各種団体のいまの活動していらっしゃる団体の皆さんの手を借り

るというのは、ちょっといま町長おっしゃったけれども、忙しすぎて無理かもしれ

ませんけれども、新たにまちづくり懇談会という組織を立ち上げていただきたいと

思います。前回は初めて苗畑跡地有効活用のための協働のまちづくり懇談会を、平

成１５年１１月に立ち上げまして、これは前町長の提案で、私も委員で、いろいろ

な部門で検討しまして、１６年９月３日に提言書を出したということでございます

が、どうもそれは進んでいかない、進まない。いろいろな事情があって進まないの

はわかっておりますので、それについていろいろ申し上げませんけれども、是非、

町民参加のためにそういう懇談会を立ち上げてもらいたいと思うんですね。是非、

その辺を検討課題としてお考えいただきたい。いま、いいです、お答えいただかな

くてもいいんですけれども。民意の意見を反映させてやっていくというのが一番い

いと思うんですね。町内の人たちだって、大変だと思いますよ。普段仕事を持って

いながら、また新たに仕事が増えるというのは、大変だと思いますので、民意の意

見を是非くみ上げていただいて、まちづくり懇談会を是非立ち上げてもらいたい。

そうすると、駅前の問題まで十分議論ができると。もちろん、商工会、観光協会の

皆さんも入っていただいてやるということですので、是非、その辺の提案をさせて

いただきます。 

 最後に、町長には、トップダウン方式で強い指導力とボトムアップ方式を併用さ

せ、魅力ある自治体運営を図っていくことが求められます。方向性をあまり変えな

いで、きっちり定めて進めてほしいことを申し上げて、一般質問を終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、通告２番、笹沢 武議員の通告のすべてを終了いたし

ます。 

 昼食のため、休憩いたします。 

 午後は１時３０分より再開いたします。 

（午後１２時０２分） 

（休  憩） 

（午後 １時３０分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を再開し、一般質問を続行いたします。 
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 通告３番、栁澤嘉勝議員の質問を許可いたします。 

 栁澤嘉勝議員。 

（５番 栁澤嘉勝君 登壇） 

〇５番（栁澤嘉勝君） 通告３番、議席番号５番、栁澤嘉勝です。 

 私は、メタボ症候群予防検診の町の取り組みについて、質問をいたします。 

 その前に、議長にご承認をいただきたいと思いますが、資料の提出をご承認くだ

さい。 

〇議長（内堀千恵子君） はい、どうぞ。 

〇５番（栁澤嘉勝君） ありがとうございます。 

 今年、平成２０年４月から、メタボリック症候群予防特定検診と、後期高齢者医

療制度が制度化されました。この制度は、従来の国民健康保険と老人保健医療と比

べ、全く異なる内容であります。国民に十分な説明と、理解が得られないまま、見

切り発車をして実行され、特に後期高齢者医療制度は、悪評が高く、国会でも野党

は廃止を求め、与党は軽減措置を含めた制度の改定を目指して、検討が進められて

いるところであります。 

 具体的な質問を３点ばかり行いたいと思いますが、その前に、午前の質問でも触

れられましたけれども、この４月に役場の組織変更が行われました。前町政が布い

た大課制を改め、重要な行政課題に的確に対応を図るために必要な課を設け、専門

職を配置する考え方に、私も賛成であります。町長の公約である国保税の軽減も、

新しい制度の内容を確認したうえで、判断をしていきたいという答弁がありました。

４月の組織改定で、保健福祉課を新設したことは、保健福祉行政の重要性を認識し

たうえで創設されたと理解いたします。 

 そこで、まず初めに、町長に保健福祉課を創設したねらい、そしてまた、保健福

祉課に期待する業務課題は何かをお尋ねいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） お答えします。 

 保健福祉課をこの４月から、保健福祉の窓口一本化と、施設の有効な利用という

ことから、設けたわけですけれども、まず、保健福祉といいますか一番の重要な問

題は、健康という問題が大きなテーマでありますけれども、この健康というのは、

一体どういうことを指すのかということも非常に大事なことだと思っています。最
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近、いろいろな健康に対する定義はありますけれども、ＷＨＯ世界保健機構による

と、この健康の定義は、次のように書かれています。 

 『健康とは、単に病気でない状態を意味するのではなく、完全な肉体的、精神的、

社会的に健康な状態である』というふうに言っています。 

 つまり、我々はこの健康という問題について、肉体的な問題というだけから捉え

がちでありますけれども、そうではなくて、肉体的な健康というのは当然のことで

ありますが、精神的、社会的に健康な状態ということから考えると、この健康とい

う問題は、ただ単に保健福祉課だけではなくて、町のいろいろな業務の中でそれぞ

れが関係してくるものになってくるだろうと思われます。 

 そうしたことから、こうした保健福祉にかかわる業務を一本化して相互に連携を

とることによって、健康の増進、病気の予防、また社会的弱者と言われる方々に対

する対応、こうした問題を総合的に対応しようと。できる限りそのように対応しよ

うということから、こうした方向性を出したところです。 

 また、この保健福祉の関係でいいますと、ただ単に保健福祉のこの課だけではな

く、ほかのところとの連携こういうことも必要になります。 

 例えばいま、教育委員会の方で、ＢＧの体育館の昼間の利用者が少ないというこ

とから、昼間、お年寄りなどを対象に、健康体操のようなものができないかどうか、

そうすれば、昼間の体育館が空いているときに、そこに指導者がいて、健康体操な

どを指導することができれば、この保健福祉の向上につながります。ですから、そ

うした教育委員会との連携。 

 また、先ほど、今年からブックスタート事業ということで、親子のふれあい、絵

本事業です、ということを、絵本をプレゼントするという事業が始まりましたが、

これも教育委員会だけが行うのではなくて、１０カ月健診のときに、つまり保健セ

ンターに来たときに、そこで絵本をプレゼントして、そこで母親と子どもなどに読

み聞かせをボランティアが行うと、こういうことも始めたところですけれども。 

 このように、保健福祉、健康増進といいますか、健康という意味では、庁内のい

ろいろなところが連携して、その目的を達成していくということがやはりなければ、

このＷＨＯが言っているような精神的、社会的に健康な状態ということは達成でき

ないだろうと。そのように総合的な考え方の中でのこの課の設置だというふうに考

えております。以上です。 
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〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇５番（栁澤嘉勝君） いま、ＷＨＯの定義を出されまして、トータル的な、本当に大き

な幅広い目的を語られましたけれども、それで、次に担当課長にお尋ねをいたしま

す。 

 新しく保健福祉課が創設されまして、土屋課長は初代の課長さんになられたわけ

ですが、新任であるがゆえに、意気に燃えて就任なされたと思います。トップ方針

を受けて、課の課題を具体的に達成する実践部隊が課であります。その意味から、

課長が考えている御代田町の保健福祉課の課題、それとまた、業務目標達成をどこ

に置いているか、その抱負を聞かせてください。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 先ほどの町長の答弁と重複する部分もあるかと思いますけれども、事務レベルか

ら保健福祉課が誕生した背景として、従来の町民課で保健係、介護高齢係が外職場

で業務を行っており、国保業務、それから福祉係との連携がとりにくい状況などが、

体制の不具合がありまして、これを調整する目的。 

 それから２点目として、国民健康保険では、特定検診事業が創設されたこと。介

護保険では特定高齢者事業が始まってきている。老人保健医療では先ほどお話の中

にありましたけれども、後期高齢者医療制度への移行など、保健係、それから介護

高齢係と、従来の住民係の中の国民健康保険業務、これらの連携強化の必要性が生

じたことが２点目です。 

 それから３点目といたしまして、平成１７年開所いたしました、やまゆりの共同

作業所、これを自立支援法の中の地域生活支援センターという位置づけで障害者に

対する支援を行ってきております。こういったことから、保健係と福祉係の連携の

必要性が非常に高まったと。こういった背景から再編されまして、本年４月に誕生

したものと考えております。 

 初代ということで、意気に燃えるというようなたいそうなものではございません

けれども、今後、保健福祉課の運営にあたっては、福祉・介護高齢・健康推進、こ

れが保健福祉課の３係でありますので、この３係が連携し、初期の目的を達するこ

とは無論のこと、関連部署、これは町長の話にもつながってくるわけですけれども、
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関連部署との連携により、町民の健康維持・増進により、医療費や介護の給付費削

減、これを実現する各種の取り組みを行ってまいりたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇５番（栁澤嘉勝君） いま、保健・福祉両係の結合を図って、そして健康維持と将来に

わたる医療費の抑制について取り組んでいきたいという抱負が語られました。是非、

その抱負を実現に向けて、これからしっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

 冒頭、議長の了解をいただいて、皆さまのお手元に拙い資料をお配りしました。

町の保健医療費の実態をご覧いただくわけですが、これが御代田町の現在の医療費

の状況であります。 

 一番上の段は、いま保健医療費として特別会計で計上されている国保あるいは介

護、老人医療の３つの医療費の合算額でありますが、平成１２年から平成１９年ま

での推移をグラフに表したところであります。平成１２年が合算額で２１億円であ

りました。それが平成１９年度の決算においては、３２億８，４００万円になって

おりまして、その間、７年間の増額が、実に１１億９，３００万円。比率で５６．８％

であります。単純な年率の伸び率がどのくらいかといいますと、８．１％。このよ

うに平成１２年から創設した介護保険を含めて、毎年毎年漸増しているのが御代田

町の保健医療費の実態であります。 

 ２番目の表をご覧ください。これは国保税。それから介護保険料が近隣市町と比

べて本当にどうなっているんですかと、その差を調べたのでありますが、一番上に

御代田町がありますが、国保が、これは平成１８年度の調定額であります。町民が

１年間に支払った１人当たりの金額であります。８万２，３３２円で、佐久市、小

諸市、軽井沢町、立科町、そういうふうに近隣市町を並べましたが、御代田町が一

番高くて、佐久市と比べると、実に２万５，２７３円余計に町民は支払わされてい

るのが実態であります。介護保険はどうかと、その隣ですが、これはいま現在、第

３期の今年２０年度までの第４段階、これは軽減もなく、それから過超もない、

１．０のレベルの皆さんですが、これが５万５，２００円、年間支払わされている

わけであります。佐久市と比べても７，５００円、小諸市と比べて８，４００円、

軽井沢町と比べて１万１，２００円、立科町と比較して９，０００円多く支払わさ

れている。両方合計しますと、御代田町が１３万７，５３２円、年間で国保税、介
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護保険料が徴収されているわけであります。佐久市と比べて、実に３万２，７７３

円多い。あるいは小諸市と比べても１万４，３７３円、軽井沢町と比べて１万

３，２６６円、立科町と比べて２万７，５１４円、町民の皆さんは支払いを余計に

されているということになりまして、実にこの実態、この差を多くの町民の皆さん

は知らないわけでして、本当にこれは、もっともっとその抑制するための具体的な

原因を、要因、どうしてこんなに御代田が高い国保税、介護保険料を払わなくては

ならないのかという誘因分析をしたうえで、そしてその抑制策を提案をしていただ

きたいと。特に新しい課に強く望むのであります。 

 もう１つ、この実態ですね、町民の皆さんに周知をしっかり図っていただいて、

保険料を抑制する政策を、先ほど申したとおり提案していただきたいということを

要望しておきます。 

 それでは、具体的な質問に入らせていただきます。 

 初めに、４月から実施されたメタボリック症候群予防特定検診には、評価する指

標が求められております。平成２４年までに検診受診率を６５％に、それから２番

目としては、保健指導実施率を高めなさいと。３番目に、内臓脂肪症候群該当者あ

るいは予備軍減少率を高めていきなさいという３つの指標が設定されております。

そこで、まず、平成１９年度のこの世帯、同世帯の検診率は何パーセントであった

か、御代田町のその実態、受診率の実績を把握なされていると思いますので、この

実績をお聞かせください。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 先にご質問いただいた御代田町の国保税、介護保険料が高いのではないかという、

こういうご指摘について、まず先にお答えをさせていただきます。ご承知のとおり、

これらの保険制度につきましては、基本的に給付費を、要するに医療給付費を保険

税や保険料で賄う、こういう形で成り立っております。つまり、給付費が増大すれ

ば、これを賄うためにご負担いただく税や料も増大するという仕組みになってござ

います。 

 まず、国保税について分析してみます。 

 御代田町の国保税加入者は、近隣市町に比べ、若年層の給与所得者の加入が多い

ために、所得割の調定が高くなっております。所得が６００万円を超える加入者も
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近隣ではもっとも多いため、軽減を受けられる世帯が近隣市町村より少ない、こう

いう状況がございます。 

 それからこれは誇れることではないんですが、均等割、平等割については、県下

で一番高い状況がございます。 

 こういった、税が高くなる要素もございますけれども、税率だけで比較をいたし

ますと、当町と小諸市、軽井沢町とでは大きな差はございません。現在の佐久市と

比較をした場合に、ご指摘のとおり、約２万５，０００某という差がございますけ

れども、過去において、これは平成１５年以前の話になりますけれども、佐久市の

税率は近隣ではもっとも高い状況でございました。当町は佐久市よりも低い税率で

国保の特別会計を運営してきておりましたけれども、その当時、約２億円という基

金が、基金残高がございまして、一部議員さんに指摘をされまして、平成１１年度

で更に税率を下げてきた経緯がございます。平成１４年度の大幅な医療制度改革に

よりまして、老人保健の該当者だった７０歳から７４歳までの方々が、国保の被保

険者となりまして、医療費が大きく増大しました。他市町村も歳入不足になって、

税率を上げる状況下、御代田でも平成１６年と１７年に立て続けに税率を上げた経

緯がございます。そういった状況下におきまして、佐久市では十分な基金を保有し

ておりまして、同じ税率を堅持できる財政力があったという状況があります。その

結果、現在では近隣市町村でもっとも低い税率になっておりますし、額の負担も小

さくなっている。 

 １８年度末の各市町村の基金保有残高について、ちょっとお知らせをいたしま

すが、佐久市では約１５億円、小諸市が１億３，０００万円、軽井沢町は当町の

４，２００万円より少ない３，８００万円という形になっています。しかしながら、

軽井沢町におきましては、一般会計の繰入金が６，０００万円というような、各町

村ごとの事情もあるようでございます。 

 こういった経過から、当町と佐久市では、１人当たりの調定額に差が生じてきた

というふうに考えられます。 

 次に、介護保険ですけれども、高くなった要素としては、とりもなおさず給付費

の増大が原因だというふうに考えます。ご承知のとおり、町は第２期におきまして

歳入不足のために財政安定化基金から１６年１，９７０万円、１７年２，２２０万

円余の、合計４，２００万円の借入を行っております。第３期のこれは１８から
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２０年の保険料の決定にあたり、財政安定化基金の償還分を一般会計から繰り入れ

るという方法を選択したという経過がございます。これによって、保険料率のアッ

プを最小限にいまとどめた結果が、現在の保険料でございます。しかし、補正予算

の説明でも申し上げましたけれども、近年、給付費が横ばいないしは微減に転じて

きています。引き続き抑制策の浸透を図っていくことで、将来的には先ほど説明し

ました国保における佐久市のような状況づくりも考えられるのではないかという

ような形で考えております。 

 これが御代田町の保険料が高いという状況についてのお答えとさせていただき

ます。 

 次に、平成１９年度の世帯の検診率についてでございますけれども、平成１９年

度の４０歳から７４歳の国保加入者の受診率、これが２２．９％でございます。男

女別の内訳では、男性は１，４０７名中２９６名、２１．０％。女性は１，５０２

名中３７１名で２４．７％が受診されています。女性の受診率の方が若干高いとい

うことです。町では、特定健康診査等基本方針に掲げる標準をもとに、御代田町国

民健康保険における目標値を次のように設定をして、クリアをしていきたいという

ふうに考えております。 

 特定検診の受診率と、それから特定検診指導の実施率ということでございますけ

れども、平成２０年度におきましては、受診率で４５％、指導率で４１％、それか

ら２１年には受診率で５０％、指導率については４１％で同じ状況でございます。

２２年には、また５％上げた５５％と、指導率で４１％。２３年度では５％また目

標値を上げまして受診率で６０％、特定指導率については４１％の据え置きの状況

です。最終の２４年度には、受診率６５％の達成と、指導率については４５％を達

成していきたいというふうに考えてきております。 

 昨年度から特定検診実施に向けて保健補導員の皆さんに対して啓発を行いまし

て、保健補導員の皆さまが地域での啓発活動にご尽力いただいた結果、本年の受診

予定者は、これは予定者ということで、申込の段階でありますけれども、目標値で

ある４５％をクリアしてございます。以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇５番（栁澤嘉勝君） 介護、国保の抑制策については、ただいま担当課長からいろいろ

要因分析もありました。今後、それを具体的な形で削減していただく、抑制してい
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ただく形で、是非その実現をしていただくようにご努力を継続していただきたいと

思っています。 

 それから、いまメタボリック症候群の検診率と指導実施率について、年次別の目

標が提示されました。今年は検診率４５％、そして保健指導実施率は４１％、これ

を検診率は毎年５％ずつアップしていくということで、平成２４年に６５％をクリ

アするんだという目標だそうですが、いずれにしても、対象年齢が４０歳から７４

歳ですので、健康で医者にかかったことがない人も、町民の皆さんには多くおられ

ると思います。その意味で、この目標を達成することは、私は容易ではないと思っ

ています。 

 いま目標数字が設定されましたけど、この目標を達成するために、具体的な町民

の皆さんに対する啓蒙だとか、それからいろいろ担当課で具体的な対策が検討され

ていると思いますが、その手段、どんなふうなことを実行し、目標を達成しようと

しているのか、内容を考えておられましたら、お聞かせください。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 検診率の目標を達成するための方策ということでございますけれども、新聞報道

等では、この特定検診の自己負担について県内で１１％程度の市町村で自己負担を

無料化するというような状況の報道もございます。当町では特定検診については

２，０００円という定額の状況で設定を今年度はしてございます。自己負担の金額

についても、今後の本年度実施した検診の成果と課題等も分析しながら、再度、料

金については検討をしてまいりたいという状況でございます。 

 それから、近隣の市町村の自己負担の状況でございますが、小諸市は御代田と同

額の２，０００円でございます。佐久市の場合は３割という形で規定がされてござ

いまして、実質的には２，２００～２，３００円のご負担をいただくような形にな

るようでございます。立科町が１，５００円。軽井沢町は無料で行うという状況に

なってございます。これの町側からの料金としての設定は、目標率を達成するため

の方策として当然講じてまいりますけれども、引き続き保健補導員さんのご活躍に

よりまして、口コミで検診を増やしていただくというようなことを積極的に進めて

まいりたいというふうに考えております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 
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〇５番（栁澤嘉勝君） いま検診料の無料化について、触れられました。これはちょっと

その次のところで質問させていただきたいと思っていますが、その前に、いま検診、

受診目標を達成できなかった自治体に対して、後期高齢者支援金の額に１０％のプ

ラスマイナスの加減、増減措置、ボーナスペナルティ制度がありますよね。で、こ

れは御代田町の場合、０歳から７４歳の国保被保険者数が何人いて、そして受診目

標が達成できないと、どのくらいの金額が影響及んでくるのか、ここを教えていた

だきたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 申しわけありません。ちょっといま手元にその資料がご

ざいませんので、最大で１０％の加算、減算があるということは見込まれておりま

すけれども、いま手元にちょっと資料がないので、後ほど回答させていただきたい

と思います。申しわけありません。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇５番（栁澤嘉勝君） わかりました。では後で結構です。いまの数字を教えていただき

たいと思います。 

 それから、先ほど課長が触れられましたけれども、５月２７日の読売新聞ですが、

これ、メタボの検診について、いま長野県の１１％の自治体が無料にしている、そ

れから健康指導については６８％無料にしているということです。大きな市でいき

ますと、岡谷市もその１つなんですが、無料にしたことによって、先ほど質問しま

した、要するにペナルティを回避することができれば、結果的に支出は少なくなる

というふうなことで、無料化をすること、積極的に実施して、町民の皆さんあるい

は住民の皆さんに、検診を促すというふうなことを端から考えて実行しているとこ

ろが県内でも１１％あるということです。いま、２，０００円ということの回答が

ありました。これ、是非、先ほど申し上げましたように、年次的に５％ずつアップ

した目標をクリアしていくという設定がありますが、実際にそれを実現して６５％

以上を実現するということは、なかなか難しいんじゃないかというふうに私自身考

えているところであります。この検診を無料にすることについて、是非、検討して

いただきたいと思いますが、もう一度、このことについて、町方の考え方をご答弁

ください。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 
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〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 特定検診の料金の無料化というお話でございますが、事務レベルでもそういった

検討はしてきております。で、５年間の間に６５％までの受診率の引き上げを図ら

なければいけないという状況の中で、いろいろ検討をした結果が、二の矢、三の矢

という形でやっていくために、初年度からいきなり無料にしてもいいかというよう

な検討もした経緯がございます。そうした状況の中で検診率がなかなか上がらない

というときに、検診料の引き下げということも行っていくということで、５年間と

いう先を見据えた状況での現在の２，０００円という設定になっておりますので、

今後、その先ほども申し上げましたけれども、その状況を見て２，０００円を

１，０００円に引き下げるとか、そういったことについてはまた協議をしてまいり

たいと、こんなふうに考えております。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇５番（栁澤嘉勝君） それで、課長の答弁のとおり、是非そんなことで成果を確認して

いただきながら、是非町民の皆さんにも理解を深めていただく中で、目標をクリア

していただくようにお願いしたいと思っています。 

 最後に、町の医療費を抑制するために、この新しい制度をどのように活用しよう

と考えておられるのかをお尋ねいたします。 

 国は医療制度改革の方針を予防重視においています。ゆりかごの時代から、食餌

療法、運動療法、予防対策に心がけ、しっかりした生活習慣を身につけて、医療費

を抑制しようとしているわけであります。放置すれば国家予算を抜くほど、この医

療費が膨張を続けるわけでありまして、その抑制に政府自身も必死に取り組んでい

る様子が窺うことができます。 

 御代田町も全く同様であります。先ほどの資料にも、私の試算でも、平成２５年

には多分この状態の制度が変更なく、いままでの状況が続いていくと、５０億円を

超えるんじゃないかと。一般予算よりもはるかに増大してしまう状況が心配されま

す。そんなわけで、是非この制度を町民の皆さんにも本当に理解していただいて、

そして個人個人の立場で健康に留意した生活習慣を身につけていただく、その結果、

実質的に医療費が抑制できるというふうな、そういうふうな形に、この制度をうま

く活用する、このことがいまの担当課に課せられた非常に大きな課題だと私は考え

ています。 
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 そんなことで、新しい制度をどのように活用し、それを生かしていこうとしてい

ますか。これを是非聞かせてください。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。新しい制度を活用して、どのように

医療費を抑制につなげていくかという状況でございますけれども、先ほど申し上げ

ました特定検診の結果に基づきまして、腹囲や血圧測定、血液検査の数値から健康

の保持に努める必要があると判断される方々が、特定保健指導を受ける対象になっ

てくるということになります。その程度の差により、動機付け支援と積極的支援と

がございます。動機付け支援では、対象者自らが健康状態を自覚していただきまし

て、生活習慣の改善に自主的かつ継続的に取り組めるよう、保健師等の有資格者が

面接を行って、生活習慣、これは運動・食事・喫煙などの改善のために、取り組み

にかかる動機付けに関する指導を行ってまいります。 

 指導については、おおむねこういう想定をしてございます。個別に行う場合には、

１人当たり２０分以上、それから８名以下を１グループとして集団で行う場合には、

グループ当たり８０分以上の指導を１回行います。６カ月以上経過したところで、

実績の評価、実際にそういうふうに生活習慣を変えていっているかとかいうような

評価を行います。 

 一方、積極的支援では、こちらの方がちょっと支援が必要な度合いが強いという

ことになりますけれども、対象者自らがやはり同じように健康状態を自覚して、生

活習慣の改善に自主的かつ継続的に取り組めるよう、同じく有資格者が面接を行い、

生活習慣の改善のための取り組みにかかる働きかけを、相当な期間、３カ月以上継

続して行っていくと。それで６カ月以上経過したときに、改善がなされているかど

うかという評価を行うということでございます。 

 この支援を受けた人たちが、実際に軽スポーツ等に取り組む機会と場所の拡充に

ついて、町としても今後積極的に検討をしていきたいということで、先ほどの町長

の答弁の中にもございましたけれども、社会体育との連携というのがこれ、大きな

視野に入ってきているというふうに思います。 

 それから、内臓脂肪の解消は、食事の改善だけでは難しいというふうに言われて

おります。ここでも適度な運動を加えて効果が生まれるということで、こちらの活

動の場も、社会体育との連携で何とか生み出していきたいというふうに考えていま
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す。 

 それからこの特定保健指導対象者はもとより、町内の子どもからお年寄りまで、

すべてが生活習慣を改善する意識を持つための啓発活動を、保健指導員の皆さまの

協力を得ながら、活発に行っていきたいと。それから、食生活改善委員の皆さまに

もご協力をいただきまして、食生活の改善にも力を注いでいきたいと考えておりま

す。 

 それと、町の独自の予防策といたしまして、１点目として、特定検診項目のほか

にクレアチニン、尿酸値検査、これを独自に実施し、これは肝疾患のケースのよう

ですけれども、肝疾患の早期把握に、あ、済みません、腎ですね。腎疾患の早期把

握に努めてまいりたいということです。で、腎疾患で人工透析を実施する状況にな

った場合、年間３００万円から６００万円という高額な医療費が必要となります。

疾病を抱えている方々の精神的、肉体的、特に経済的な負担が大きくなるというこ

とで、これを特別に加えてございます。 

 それから２点目といたしましては、住民の健康づくりの場として、働き盛りの方

を対象に、健康実践セミナーを夜間に開催いたしまして、まだ働いていらっしゃる

方ですから、夜間にこういったことを開催しまして、生活の中に運動を取り入れる

きっかけづくりを行ってきております。現在、セミナー受講者は、自らが集まりま

して会を立ち上げ、自主的な活動を続けております。町民が自らの健康保持を自ら

が考えるようになってきた証ではないかと、こんなふうにも考えております。 

 それから３点目として、国保のレセプト分析によりまして、認知症疾患の方、現

在１０５名ほど町内にいらっしゃいますけれども、この方々の約５６％に脳血管疾

患、それから約５０％に高血圧症が見られるということから、血管系疾患の対策に

力を入れていきたいということで頑張っております。 

 昨年度のヘルスアップ事業では、メタボリックの影響を受ける高血糖や高血圧の

方を対象に個別指導も行いまして、疾患のメカニズムを明確にして、自身の状況を

理解していただき、その結果、生活習慣を改善して健康を取り戻された方もいらっ

しゃいます。 

 こういった諸施策を推進して、医療費の抑制に努めていきたいと、こんなふうに

考えておりますので、ご理解をちょうだいしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 
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〇５番（栁澤嘉勝君） いま、担当課長から熱意ある答弁をいただいて、非常に頼もしく

思っています。実際にいまの御代田町の町民の皆さんの病気の内容が、血管系だと

か高血圧症が非常に率的にも高いというふうな分析がもう進められていて、そして

そのことの啓発運動を、保健補導員の皆さんや、あるいは食生活改善委員の皆さん

の協力を得て、そして徹底的に周知徹底を図り、食生活についてはその生活習慣を

本当に小さい子どものときから身につけて、長期的に抑制をしていくという考え方

が示されたことを、とてもうれしく思います。是非、先ほども冒頭でお話し申し上

げましたが、新しくできた課が、もう初めてこれからいまその私の表でご覧いただ

けるように、平成１９年度の決算においても、トータルで３２億円を超えていると

いう金額です。１割減らすだけで、それこそ３億円以上が削減できるわけでありま

す。いろいろ町長の公約にこの金額がもっとこう有効に生かせるということになり

ますと、これこそは御代田の良いまちづくりのために大変その重要な、もっともや

りがいのある、私はポジションではないかと思っていますので、是非、いまお話、

答弁いただきましたように、細かいところを更に分析をしていただいて、そして町

民に終始啓発を行う中で実効を上げていただきたい。このことを願って、私の質問

を終わりにいたします。 

 ありがとうございました。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、通告３番、栁澤嘉勝議員の通告のすべてを終了いたし

ます。 

 通告４番、栁澤 治議員の質問を許可します。 

 栁澤 治議員。 

（８番 栁澤 治君 登壇） 

〇８番（栁澤 治君） 通告４番、議席番号８番の栁澤 治です。 

 質問の前に、通告文の中に誤字がありましたので、議長の許可を得て訂正したい

と思いますが、規程の「程」を定めるの「定」に直していただきたいと思います。

それと議長に、資料の議員と管理職の皆さん、理事者の皆さんへの配付をお願いし

たいと思います。よろしいでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） はい、よろしいです。 

〇８番（栁澤 治君） 私は、風致地区について質問いたします。 

 御代田町は、昭和３１年に３村の合併以来、昭和３５年には世帯数１，６６５世
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帯、人口で８，１４５人が、本年の５月１日現在では世帯数５，６６２世帯で、人

口１万４，３６８人と。世帯数で３．４倍、人口で１．７６倍等、県内でも有数の

人口増加をし、着実な発展を遂げてまいりました。新たな住居を構えた転入者を分

析してみると、大多数が近隣市町村や首都圏からの方々であります。地理的要素や、

積極的に工場を誘致し、安定した雇用の場があることと、土地の価格が安価であっ

たこともありますが、自然環境面や景観面で御代田の地を選んだとの声を多く聞き

ます。住宅地を選ぶ要素として、よく住宅分譲の広告で、駅から何キロとか、学校、

病院、保育園、幼稚園、スーパーから何キロとうたってありますが、私は当町を選

んだ要素には、目で見た視覚的要素が、いわゆる環境的要素も強いと思います。 

 御代田町は、浅間山の南傾斜に位置し、千メーター林道から緩やかなスロープの

中に集落が点在しておりますが、その中に浅間山を水源とする幾つかの川が流れ、

繰矢川の田切地形、濁川の川沿い、久保沢、一の沢などの多くの沢があり、単なる

平面でなく、その沢沿いには多くの樹木の茂り、比較的にこの沢沿いとそれに連な

る林の樹木のお蔭で、住宅地が遮られることにより、住宅地がつながって見えずに、

御代田町の雰囲気、景観を醸し出していると思います。町内のあらゆる場所で、東

西南北を見ても、建物の向こうに林があり、その向こうに浅間山、八ヶ岳、蓼科山

系、森泉、平尾山山系が見え、この自然環境的要素、いわゆる軽井沢的要素と林の

中に工場などの企業が点在する佐久市的要素が、うまくミックスした町が御代田町

だと思います。 

 そんな中、当町は合併直後の昭和３８年に都市計画法に基づき、佐久市旧臼田町の

１市２町で佐久都市計画区域の指定を受けました。この中には用途地域の指定、風致

地区の指定があり、この風致地区は皆さんにもお配りの資料のとおり、全国に７５８

地区１６万９，４８１ヘクタールあり、そのうち長野県は２４地区４，１９１．６ヘ

クタールの指定があります。そのうち、御代田町には資料２ページのとおり、久保

沢、一里塚、雪窓、十二の森の４地区３６８．４ヘクタールの指定があります。県

内の６分の１、面積で８．８％が当町にあります。 

 この風致地区とは、都市の中の風致を維持するため、樹林地や丘陵地、水辺地等

の良好な自然環境を保持している区域や、歴史、神社仏閣等がある区域、良好な住

環境を維持している区域などに、都市計画法により都市計画で定められた地区です。

風致地区で建築物や工作物の新築、宅地の造成など、風致の維持に影響を及ぼす行
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為を行う場合、都市の風致を維持し、また、自然と調和した緑豊かなまちづくりを

進めるため、条例により、知事の許可を受けなければならない地区です。 

 この風致地区指定にあたり、指定に対する理念があったと思いますが、この理念

は何か、お聞きいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 笠井建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） 風致地区指定の理念とはということでございますが、御代田

町の風致地区につきましては、いま栁澤議員さんご説明していただいたとおりの内

容でございまして、４地区３６８．４ヘクタールございます。 

 風致地区は、都市とその周辺における自然環境を維持保全し、自然的景観を損な

わないようにするために定められた地区だということで解釈をしてございます。 

 地区指定には、２つの種別がございます。第一種地区につきましては、先ほど配

っていただきました資料にもございますが、特に風致をそのまま保全するための規

制を必要とする地区。 

 また、第二種地区につきましては、風致の維持に支障のない範囲内での規制で差

しつかえない地区ということとされております。そのために、建築物等の許可基準

では、建ぺい率、高さ制限、道路後退、隣地後退、外壁、屋根の色等の制限がござ

います。 

 当町の風致地区は、当初からこうでございますが、浅間山の景観を保全というこ

とが一番の目的になっております。良好な自然環境を将来の遺産としていくために

も、この現行制度は堅持していかなければならないと考えております。 

 風致と直訳をしますと、趣（おもむき）というような意味になるというように私

は解しております。そんな趣、この御代田町の趣を、やはりきっかり堅持していく

ということで、これからもやっていきたいというふうに考えてございます。以上で

ございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇８番（栁澤 治君） いま建設課長より風致地区のこの指定に対する理念という答弁が

わかったんですが、一応先ほど私述べたように、御代田町は沢があることによって、

住宅地が平面的に連なることではなく、その沢によって遮られ、独特の雰囲気を醸

し出しているという中で、この風致地区は沢沿いも風致地区になっているところが
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あります。しかし、この風致地区は、課長の答弁のとおり、これは開発してはいけ

ないところじゃなくて、開発してもその風致を保ちながら、損なわないように開発

するという中で、しかし、バブルが崩壊以来、町内に点在する風致地区内の別荘地

が、所有者の転売により、風致地区が住宅地に変わりつつあり、風致地区内の許可

基準として一定の割合の緑地を確保することがうたわれており、樹木を残すか、新

たに植栽をするというようにうたわれていますが、購入者の中には、すべて伐採し、

そのままの方も見受けられ、きちんと極力基準を守っている住民からは、風致地区

って何かとよく聞かれますが、きちんとした指導をすべきと思いますが、町はどの

ように考えているか、お答えを願います。 

〇議長（内堀千恵子君） 笠井建設課長。 

〇建設課長（笠井吉一君） 風致地区内の建築等に対する規制につきましては、都市計画

法の規定に基づき定められておりまして、県の条例によるところでございます。実

際の運用としましては、先ほど申し上げました建築物に対する規制、樹木の伐採に

対する許可等でありまして、特に伐採に関しましては、いまご指摘がありましたと

おり、難しい面もありますが、風致の維持上必要があれば、伐採規模の調整あるい

は伐採後の植栽計画等条件を付して、許可をしているところでございます。 

 ちなみに、平成１９年度届出の実績は全部で４０件ございました。そのうち半数

近くは、電力会社の電線にかかわる枝切り等に伴う届出という状況でございます。

しかし、この許可制度につきましては、完了報告、検査等の義務づけがございませ

ん。申請時の計画が妥当であれば、許可になってしまうという状況にありまして、

その後の十分な確認までは行っていないというのが現状でございます。パトロール

等で発見しました無許可での許可行為につきましては、必要な指導を行って是正指

示等を行ってきてはおりますが、何分にも現行限られた人員の中での業務となりま

すので、なかなかきめ細かな巡視、指導という点につきましては、行き届かないと

ころもあろうかと思っております。 

 最近は、昨年度の台風によりまして、風倒木が非常に発生をしてございます。そ

の風倒木がそのままではということで、風致の中も倒れたものを切ってしまって、

そのまま植林もされないというものも目につくということのご指摘も、たまにござ

います。そんなような部分、また今日、いま、栁澤議員の方からご指摘のような状

況につきましては、現場等確認をしまして、必要に応じて適切な指導をしてまいり
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たいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇８番（栁澤 治君） この風致地区なんですが、風致地区の中に例えば不動産屋さんが

住宅分譲するという場合、開発行為の届出等は出てきますね。ま、面積だと出て来

ない場合もあるんですが、そういうときにやはりその風致地区の指導の徹底とか、

そういうものをきちんとするべきだと思います。それとあと、どうしても施主が住

宅を、個人が住宅をつくる場合、設計士と施工業者というのが違う場合があります。

それで設計士が風致地区の許可を申請して、その後確認申請を出すんですが、確認

が下りた時点で、なかなか施工者にそのちゃんとした連絡が行ってないのではない

かなと思うんです。一応、設計士にはその風致地区の理念とかそういう規制とか、

そういうものとか、伐採した後植栽するというものは、設計士にはわかっているん

ですが、その設計士がちゃんとその施工業者にも伝えてなかったり、建築依頼者に

も伝えてなかったりという中で、そういうものがやはり家を建てて完成して、受け

渡せば、設計士はそのまま、施工業者もそのままということで、その後がどうして

も、あと今度は植栽するのは、その個人の家を新築で許可をお願いした人ですから

ね。そういうところにやはり徹底してそういう風致地区、ここは風致地区ですよと

いうのが伝わるように、やはり町もそういう設計者にも指導をするべきだと思いま

す。 

 それとあと、これは県の許可、かつては県の許可でしたね。それが県のホームペ

ージを見ると、知事の許可と書いてある、（知事の権限に属する事務の処理の特例

に関する条例により、市町村へ許可権限が委譲されています）と書いてあるんです

が、これは現在どうなっているかをお聞かせください。 

〇議長（内堀千恵子君） 笠井建設課長。 

〇建設課長（笠井吉一君） いま、おっしゃられましたとおり、町の方に許可の権限は委

譲になっております。ただ、もとになる条例等はあくまでも県条例の中で私どもが

許可のみ行っているという状況でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇８番（栁澤 治君） それではかつては設計者が風致地区の申請を市町村経由で出した

場合、県の方に回って、それでこの許可が下りるのは県の方から下りてくるとなっ

ていたが、ではいまは市町村で受理して、町長の判断で許可を出すということです
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ね。だから県は直接この許可に関してはノータッチということですね。はい。それ

だったら、なおさらこの風致地区の徹底を、町で設計者、施工者、それと依頼者に

徹底すべきだと思います。そこら辺のところを町長、どんなふうに考えているか。

町長の考えをお聞きいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） いまの栁澤議員がご指摘になった、きちんとその風致地区の中で

の基準が守られないというようなことは、やはり秩序あるその地域づくり、まちづ

くりに逆行する内容だと思いますけれども、しかし、それが個人の財産であるとい

うような事情もありますけれども、いずれにしても、町としては、いま私も町の中

をこう見ていると、本当に別荘地の中に、「あれ？ 」と驚くように、この家がで

きてくるという状況がありますので、いま特に軽井沢では、そうしたいろいろな建

物に対する規制などをきちんとした制限を設けて、やらなければならないような状

況になっていますけれども、そういう意味では、町としてはそうした状況にならな

いうちに、早くからきちんと手を打っていった方がいいのではないかと、このよう

に思っております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇８番（栁澤 治君） 別荘地や住宅地をつくってはいけないのではなくて、やはり町の

発展のためには、別荘地だったのがいままで１区画に１軒の別荘があったのが、そ

れが３区画、２区画になって、新たな住宅地が増えるというのは、町の発展のため

にいいことですから、それは大いに御代田の人口が増えて、町の発展になり、固定

資産税が入ることによって、町の税収入につながってきます。いいことなんですが、

この風致地区の指定がありますので、ただむやみにそういうのではなくて、町のそ

の雰囲気を、環境の雰囲気を保ちながら発展していくには、やはり、ただ家をつく

ればいいじゃなくて、それなりの法に基づいた指導を徹底していっていただきたい

と思います。 

 そこら辺のところは町長も風致地区の許可、今度は町長の権限で許可を下ろすん

ですから、かつては県の方の建設事務所の方でやっていたと思いますが、権限の委

譲により、今度は町長権限で下ろしますので、そこら辺のところはただハンコを押

すではなくて、そういう指導を職員に徹底して、また職員からその設計者、それと
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施工者、依頼者に徹底するようにお願いしていっていただきたいと思います。 

 それと、先ほど昨年の、あ、その前に指導マニュアル、それとあと、この３ペー

ジに民間会社のこれ設計事務所等や何かでは、かなり細かい指導マニュアルみたい

なのをつくっている業者もいます。やはりこういう細かい指導マニュアルを、一応

これ、条例は県にありますので、それで町独自ではなくて、できれば県に協力して

いただいて、またこれだけの風致地区の指定がある、長野県内の市町村の方ででき

ればこういうような統一マニュアルみたいなのを冊子化したものを、わかりやすい、

これ図、ただ文章だけではなく、図面を入れたりイラストなりを入れたような、そ

ういう冊子化したものをつくっていただいて、そういう申請があった場合、是非、

ま、設計事務所等はそういうものは１冊あればいいんですが、施工者、またその個

人等に、そういうものを是非作成していただいて、配布して、やはりそのあとの植

栽とか、そういうものに対して徹底するように、やっていただきたいと思いますが、

そういうものをつくる気持ちはあるのか、またそういうものを是非県の方へ、そう

いう建設事務所等の何か会議がありましたら、是非、強く言っていただいて、町独

自でつくるのが大変でしたら、県の方でそういうのをまとめてつくるとか、そうい

うものを是非やってもらうようにお願いしたいと思いますが、そういう点をどのよ

うに考えているか、お答え願います。 

〇議長（内堀千恵子君） 笠井建設課長。 

〇建設課長（笠井吉一君） 現在も建設課の窓口には外壁や屋根の色指定等制限内容を記

載して、こんなような色、こういう高さ、こんなような造りというような、案内的

なものは用意をしておりまして、設計士さんあるいは施主さん、来られたときには、

ご案内申し上げているという状況にはございます。ただ、いまおっしゃられました

とおり、植栽とかそちらまで及ぶものの内容にはなってございません。この風致地

区内に生活をされておられる方々に、非常にその認識に個人差があるということで、

この指導の難しさはあるんですが、モデル的な植栽計画等、こんなマニュアルを是

非町としても考えていきたい、また、いま県下統一したものでというご意見でござ

いましたので、その辺につきましても、また県の会議等でそういったマニュアル的

なもの、統一したものをできないかというようなことは、また申し上げていきたい

と思っております。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 



 １２５

〇８番（栁澤 治君） 私が商売やっています楓ヶ丘地区もこの風致地区になっています

が、ときどき私、散歩して、あの周りを散歩していると、本当にちゃんとやってい

る人と、風致地区の許可に基づいて、ちゃんとやっている人と、ただ更地になって

いて家だけつくって、ま、それぞれの経済状況もあるんですが、もう１０年も１５

年もそのままという家もあります。そうすると、ちゃんとやっている人は何かとき

どき、先ほども冒頭の中でもあったように、どうしてちゃんと指導しないんだと必

ずそういうふうに聞かれますので、そういうものを是非過去にさかのぼって、一応

許可を出したときにはそういうふうにやりなさいということで許可を出している

ので、やっていないんだから、そういう過去にさかのぼっても、そういうものをそ

のエリア、地区をパトロールしていただいて、そういう家へ再度連絡していただく

とか、そういうものをして、是非そこのマニュアルみたいなのをつくっていただい

て、そういうものを同封して、こういうものがいいですよとか、こういうふうにや

ってくださいというような内容でやれば、いいと思います。 

 なかなかモデルになるような、たしかこの家はちゃんと植栽してあって、すごい

きれいというのか、見た目もいいし、というモデルになっているのもありますが、

そういうのは個人情報とかに引っかかるのでいけないもので、だけど、そういうと

ころを参考にしていただいたり、そうして是非やっていただきたいと思います。 

 それと、先ほど、去年の台風で樹木が倒れてということでありましたが、一応、

この指定した地区というのは、指定した当時というのは、樹木はかなり小さかった

と思うんです。それがもう昭和３８年にこれ指定しましたから、それがもう５０年

近くなりますので、そんな中で木が大分大きくなってきて、特に去年の台風で倒れ

たカラマツとか、マツとか、そういうものは、成長も早くて、すごいああいう住宅

地の中には適さない樹木になってきていると思います。それで去年の台風で倒れて、

あちらこちらに被害が出たんですが、そんな中で、できればこのマニュアルをつく

るにあたって、御代田町に適した、そんなに大きくならない木、例えば二階建ての

家だったら、屋根より上へ行かないような樹木というのがありますので、そういう

ものを是非、町内のそういう専門的な業者とか、そういう先ほど言った、すごいモ

デル的な植えてるお宅や何かありますから、そういうところへ行って、調査して、

どういうのがいいか調べて、そういうものを、やはりよそから引っ越してきたとい

う人は、この地に合った樹木というのを、なかなか知らないと思います。植えてお
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いても、まさかあんなに大きくなるとは思わなかったとかね。やはり中低木で、風

が吹いても倒れにくく、こういう木がいいですよと。そういうものをやはり指定す

る必要があると思いますので、やはりこれを徹底するには、そういうものについて、

どういうふうに考えているか、お答えを願います。 

〇議長（内堀千恵子君） 笠井建設課長。 

〇建設課長（笠井吉一君） このご提案のとおり、この部分については大切なことだと感

じております。 

 樹種の指定につきましては、強制できるものではないんですが、町の風土気候に

マッチした樹木を幾つか選定して、生け垣あるいは周景等、目的に応じた選択がで

きるよう、代表的なものは作成をしたいというふうに考えております。 

 この部分につきましては、以前よりもご指摘をいただいているということもござ

いまして、現在、その選定作業等も既に行い始めております。近いうちにそういっ

たものをできると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。また、そんな

ものをよく、しっかり使いながら、適切な指導に努めてまいりたいと思っておりま

す。 

 昨年も楓ヶ丘という地区につきましては、楓ヶ丘という地区の由来になった楓と

いうものを大切にしてほしい、見直してほしいということを目的に、栁澤議員さん、

会長を務めていただいております景観を守る会、ご協力いただきながら、そんな啓

蒙・啓発の方にも努めてきているわけでございますが、今後もその景観を考える会

の皆さんのご協力をいただきながら、適切な指導を行い、景観の維持保全に努めて

まいりたいと思っておりますので、よろしくお願いをいたします。以上でございま

す。 

〇議長（内堀千恵子君） 栁澤議員。 

〇８番（栁澤 治君） ここに平成１４年に発行された御代田町の都市計画マスタープラ

ンという冊子が、各議員の皆さんに配られたと思いますが、緑豊かな地域環境の形

成ということで、緑あふれる地域環境を形成するため、以下に示すことを基本とし

た緑化を推進する。身近な公園・児童遊園など、緑化を推進し、緑のボリュームア

ップを図る。道路脇の小スペースを活用したポケットバック等の確保、緑豊かなま

ちづくりのモデルになるよう、文教公共施設の漸進的緑化を推進する。公共空間や

一般宅地の緑化を推進するとともに、緑の設置や普及により、鉄道部分の緑化推進
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を地域ぐるみで展開する。工業地においては、工場緑化を推進し、快適な生活環境

と地域環境の創造を図るというようにうたってあります。また、この中の風致地区

には、風致地区は都市の自然的景観を維持し、樹林帯における緑の保存を図るため

に設定する地域・地区制度の１つで、建築物や建築や宅地の造成、樹木の伐採が規

制されている当町では、一里塚、久保沢、雪窓一帯の区域３６８．４ヘクタールに

指定されており、今後ともにこれらの指定地域の良好な風致の保全を図っていくも

のとするという、一応この平成１４年都市計画マスタープランにうたわれておりま

すので、是非そのようにお願いしたいと思います。 

 また、地球の温暖化等でいまテレビ等を見ていても、木の果たす役割というのは、

すごいＣＯ２を吸収し、酸素を出すということで、大きくクローズアップして、東

京都などでは、東京都内の緑化率を明治以来の緑化に戻すというような構想もある

のです。 

 また、昨日もテレビを見ていましたら、東京湾の埋立地を海の森計画として、夢

の島全体に木を植えて森をつくると、そういうような莫大な計画もあると。 

 一応御代田町、この住環境というの、すばらしさというのは、やはり人口が伸び

てきたということは、この住環境のすばらしさにありますので、是非この風致地区

だけじゃなく、ほかの地区も是非そのような指導に、風致地区だからこういうふう

にやれじゃなく、ほかの地区も風致地区がモデルとなって、ほかの地区へ波及、ほ

かの御代田町の住宅地区へ波及するように、是非指導をしていただくことをお願い

して、私の通告のすべてを終了いたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、通告４番、栁澤 治議員の通告のすべてを終了いたし

ます。 

 この際、暫時休憩といたします。 

（午後 ２時５３分） 

（休  憩） 

（午後 ３時０９分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を再開し、一般質問を続行いたします。 

 通告５番、市村千恵子議員の質問を許可いたします。 

 市村千恵子議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 
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〇７番（市村千恵子君） 質問に入る前に、議長にお願いいたします。 

 資料の提出をお願いしたいんですけれども、お配りしてよろしいでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） はい、許可します。 

（資料配付） 

〇７番（市村千恵子君） よろしいでしょうか。 

 通告５番、市村千恵子です。 

 ２点質問いたします。 

 まず１点目でありますが、乳幼児医療費無料化の所得制限撤廃をということで、

質問させていただきます。 

 子育て支援の強化として、この４月より、小学校卒業まで医療費無料化が拡大さ

れました。小学校就学前まで、いままで所得制限がありました。これが撤廃された

わけですけれども、新たに拡大される小学校１年生から６年生までは、父母の合計

所得が５００万円未満の所得制限というものが出されました。そして、この子育て

支援の考えからすれば、所得制限はせずに、小学校６年生までの子どもたちすべて

に受けられる制度にすべきではないかという点から、質問したいと思います。 

 まず初めにですけれども、この所得制限がかかる、所得制限があることによって、

外れる世帯は、この条例改正のとき、昨年の１２月でありましたけれども、そのと

きには当時の担当課長は３％くらいの対象者が所得制限によって外れるのではな

いかという説明がございましたけれども、１９年度の税が確定した中で、どのくら

いの世帯が外れるのか、まず１点。それから対象人数もわかりましたら、その点に

ついてお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 本年４月から乳幼児医療費無料化の適用になる、新たに適用になる小学生の対象

者は、８５３名であります。このうち、５００万円の所得制限を適用された方は

１７１名で、対象者の２０％であります。 

 所得の内訳といたしましては、５００万円を超え５５０万円未満４１名、６００

万円未満３５名、６５０万円未満１７名、７００万円未満２１名、８００万円未満

が２４名、９００万円未満が２０名、１，０００万円未満が８名、１，０００万円
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超の方が５名いらっしゃいました。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） この所得制限の、この導入されるにあたりまして、所得制限が

かかるにあたって、その質疑をしたわけですけれども、いまの時代、５００万円、

夫婦合算でですけれども、所得で５００万円というのは、相当の数の方が対象にな

ると。まあ３％くらいが外れるのではないかというお話だったと思います。 

 いまお話聞けば、２割の方が対象から外れるというのが、１７１名の方が外れる

ということが出されました。 

 １つ、この乳幼児医療費の無料化、ずっと私、議員になってからずっと、年齢引

き上げということで言ってきているわけですけれども、やはりこの乳幼児医療費無

料化、当初はやはり財政、この制度自体が福祉医療制度の１つでありますので、所

得の低い世帯に対して、医療費の補助をするという多分意味が強かったと思うんで

すが、近年におきましては、やはりこれは少子化対策の一環として、子育て支援の

意味というものが、かなり強くなってきているのではないかと思います。 

 そこで、やはりその所得制限の部分なんですけれども、まず１点、その３％と当

初の見込みだったんですけれども、それは大体収入が思ったよりも多く出たという

ことでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 ３％というものは、やはりその段階での推計値でありまして、これは実際の数値

であります。ですから、見込んでいたよりはそれぞれのご夫妻での所得あるいはお

ひと方での所得額、これは別々の話なんですけれども、５００万円を超える世帯が

これだけあったということだと考えます。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） そこで、本当にその子育て支援的な意味合いが私はその福祉医

療費というよりも、もう子育て支援、少子化対策という意味合いの方が強いのでは

なかろうかというふうに思うわけです。 

 町長もいろいろな場面での御代田町のその出生数ですか、子どもが生まれる数を

御代田は県下でもナンバーワンというときもありますよね。そういう中で、おっし

ゃられるわけですけれども、ちょっとこの間の御代田のその状況を見ても、子ども
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の出生、率ではなくて、出生数ですけれども、平成１７年が最高の１７０名であり

ましたが、それ以来、１３年に１６０、１４年が１５６、１５年が１５８、１６年

が１４２、そして１７年が１７０、で１８年度におきましては１３２、そして１９

年度においては１１８名と、だんだん減って、生まれる数は減ってきているのでは

ないかなと思うわけです。こういう中で、やはり御代田も生まれる子どもは多いと

はいっても、だんだん減っている中で、この乳幼児医療費、やはり子育て支援とし

ての強化すべきではないかという中で、この所得制限を、というのは、実際これが

始まりまして、やはり所得制限からこれだけの、２０％も外れていたわけですから、

かなりちょっと受けられると期待していた方が期待外れに終わった人が多いわけ

です。そういう中で、一生懸命働いて夫婦で頑張って働いて、税金もいっぱい納め

ていると。それなのに、子どもの医療費というのは、これは子育て支援で、子ども

をどんどん御代田で育てやすく、生んでほしいという思いでやってくれるのではな

いんですかねって。そういう中でその所得制限で５００万円というふうに区切られ

てしまうのは、何かとても働く意欲もちょっと何かなくすような感じですというよ

うなお話もありました。 

 本当に頑張って働いている方は、それなりに税金を高く町の方にも納めているわ

けですので、是非、この乳幼児医療費については、子育て支援という中で、所得制

限は外すべきではないかなというふうに思うんですけれども、その点はどうでしょ

うか。 

〇議長（内堀千恵子君） 中山副町長。 

（副町長 中山 悟君 登壇） 

〇副町長（中山 悟君） ただいまの市村議員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、その県の条例、県の福祉医療制度のあり方の検討会において、長野県にお

ける福祉医療制度のあり方に関する提言というのが、平成１４年に出されておりま

す。その中では、やはりその子育て支援を目的とした児童手当そのものが、一定以

上の人を給付の対象としないということから考えても、この医療費無料化というこ

とについては、やはり同じ制度をとるべきだという答えが出ております。 

 ですから、ここでちょっと整理して考えなくてはいけないんですけれども、いま

確かに、長野県において医療の無料化をしているところというのは、たくさんござ

います。それを見ますと、子育て支援とか少子化対策というよりは、失礼な言い方
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ですけれども、どちらかというと、南信の村の過疎対策でございます。ですから、

子育て支援というのは、解釈の違いもあるかと思いますけれども、本来の意味で子

育て支援をするから、病気にかかった子どもの医療を無料化するというのは、ちょ

っと本末転倒という気がしないでもないと思います。 

 本当の意味での子育て支援というのは、じゃあ子どもがいま子育て不安を抱える

母親たちがどうしたら子どもたちの食育のことを考える、病気にならない子どもの

ことを考えるということを支援していくのが子育て支援であって、病気になった子

どもたちは何でもかんでも無料にしますよというのは、本来のような子育て支援で

はないというふうに解釈しております。 

 ちなみに、これは市村議員さんからいただいた新聞、いただいたじゃない、購入

している新聞から勉強させていただいたんですが、東京の狛江市というところがご

ざいます。２３区から離れた郊外の市ですけれども、そこの市長さんは市村議員と

同じ政党に属する市長さんでございます。そこの市長さんでさえ、当選して３期

１２年の中で、初めてここに来まして中学校までの子どもの医療費を引き上げまし

た。ところが、その内容を見てみますと、それは給付ではなくて、あくまでも３分

の１の補助金でございます。なおかつ、所得制限を設けているという格好でござい

ます。ですから、いま、先ほども朝倉議員の方からもお話がございましたが、年齢

を引き上げるということは、それはこれから先考えていかなくちゃいけないことだ

というふうに思っております。ただ、それが全部が全部無料化にするということは、

確かに格差をなくすということかもしれませんけれども、そのことによって、また

新しい格差が出てくるということも考えられると思います。 

 ですから、いま茂木町長、就任して１年ちょっと経ちましたけれども、その中でい

ままで小学校、最低ラインにあった小学校入学までの子どもたちの医療費について、

それを小学校卒業するまで、中学校に入るまでということは、１２０％、１５０％の

進歩というふうに考えていいんじゃないかと思っております。ですから、これはも

うステップ・バイ・ステップで、少しずつやっていく。ただし、所得制限は先ほど

も申しましたように、そういう提言がある以上はそれを守らなければいけない。そ

の中で、市町村がどの範囲まで広げるかということは、市町村の考え方であります

ので、やはり年齢的な引き上げということは、次に考えることですけれども、一気

に無料化を、全員ができるということはちょっとできないことかなというふうに思
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っております。 

 いまも申しましたように、その子育て支援というものに対する考え方というのは、

何でもかんでも現金支給をするから子育て支援かというと、絶対的にそうではない

というふうに思っております。それ以外に、お金を出す以外に、いま言ったように、

親に対する指導、それからいま核家族化が進んでいまして、当然のように若い夫婦

は子育てに対して非常に不安を持っていると思います。それを外から、例えばの話

ですけれども、おばあちゃんの知恵をお借りしまして、そういうサークルの中で子

育てをしていく、そういうのが本当の意味での支援ではないか。それによって、病

気にならないための支援ができる、健康な子どもが生まれる、ま、それは妊産婦の

場合ですけどね、どうしたら子どもが健やかに育っていくかということを支援して

いくのが、本来の意味の支援ではないかというふうに考えております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） いま、副町長がおっしゃったように、その支援の形にはさまざ

まなやはり支援というものが必要だと思います。その医療費無料化だけが子育て支

援ではないと、私も思っておりますし、子どもが保育園に通える環境、それから児

童館に通える環境、さまざまなその食育も含めてですけれども、多面的なやはり支

援策というものが必要だというふうに私は思っております。 

 しかし、この医療費については、やはりどんなに予防していても、罹患すること

はあるわけです。そうなったときの保険料といいますか、御代田の場合には安心し

て医療にかかれるという環境を整えるという意味での私は子育て支援を強化すべ

きだというふうに求めているわけでありまして、ですから、そういうところにおい

ては、その所得云々ではなく、御代田の子どもに対して安心して医療にかかれる環

境を整えるというところで、いま申し上げているわけですけれども、その点につい

ては、だから所得制限というのは撤廃は考えないということですか。 

〇議長（内堀千恵子君） 中山副町長。 

〇副町長（中山 悟君） 再度申し上げます。 

 ですから、それは十分承知のうえで、県で定められている範囲に従いまして、な

おかつ、それにプラスしたところでやっているということでご理解いただきたいと

思いますが。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 
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〇７番（市村千恵子君） それでは、その５００万円という部分でありますけれども、こ

れを引き上げるという考えは、所得制限はもう最低限度つけるにしても、もう少し

所得、その５００万円というのは、この以前は５００万円の前は児童手当の支給の

所得制限でありました。そういう場合になりますと、所得で４１５万円だった人が

その児童手当になりますと、例えば夫婦２人で子どもが２人の場合には、所得が

４１５万円の人がその児童手当の所得制限になれば、５７４万円まで引き伸ばすこ

とができました。で、夫婦２人で子どもが３人の場合、これは４５３万円が６１２

万円まで所得制限の限度として、いままでその乳幼児医療費、この限度額を御代田

はとっていたわけです。こうなると、やはりこれでまた、かなり多くの方が対象に

なると思うんですけれども、その所得制限といっても、それを引き上げる考えも全

くないということでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 中山副町長。 

〇副町長（中山 悟君） これも、前回の議会のときの朝倉議員の質問だったと思うんで

すけれども、なぜ５００万円かというお話が出たんですけれども、それは町の福祉

の手当の条例が、すべて５００万円というところですので、５００万円という形に

させていただいていると思います。 

 いま、市村議員が申されるように、いろいろなケースによってやった場合ですと、

多分この制度は成り立たなくなってくると思うんですけれどもね。ですから、ある

程度の、大枠のところで５００万円という数字というのは、ほかのところの手当に

合わせてというところでご理解いただきたい。これだけ特別にというわけにはいか

なくなってきますし、この制度そのものが１つ独立した制度というわけではありま

せんので、なかなかその辺の全体的な兼ね合いというものを考えたうえで、金額が

決まっていると思いますし、いま５００万円を上げたり下げたり、また撤廃すると

いうことは、まだまだ研究不足という段階ですので、これから先、考えていかなく

てはいけないかなというふうには思っております。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 何度も大変申しわけありませんけれども。 

 この乳幼児だけを所得制限を別立てにはできないと言いながらも、前回まではこ

れだけは５００万円ではなく、児童手当に準じるという形で御代田町はやってきた

経過がございます。ですから、是非とも、いままだ検討という部分もおっしゃられ
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ましたので、是非ともやはり所得制限の部分についても、私は撤廃を求めているわ

けですけれども、できるだけ多くの方が、そして所得を、たくさん働いてとった人、

何かとったら、損しちゃったじゃないんですけど、えー、何で子育て支援の対象に

ならなかったんだろうというふうにならないような政策としていただけたらなと

いうふうに思います。 

 それではちょっと、是非とも、余談でありますけれども、ベストファーザー賞と

いうのが、ついこの間、テレビでやっていました。下條村の伊藤村長が受賞されて

いて、何で受賞されたかというところで取り上げられていました。それは、いま全

国で、というか、国の出生率、１人の女性が生涯生む子どもの数が、前、年金問題

があったときには、１．２９という数字が出されていましたが、これが１．３４に

微増したという報道があった中、その下條村においては、２．０４、ちょっとイン

ターネットの方で見れば、町村会の方で出している数字では２．１２という出生率

を誇っています。やはりこのいま４期目だそうですけれども、この１４年間、１６

年、まだ４期目途中ですけれども、やはり人口増ということで、子育て支援を強化

してきた。子育てしやすい環境整備ということも含めながら、中学校卒業まで無料

化しているというようなことがテレビで放映されていました。そういう中で出生率

も県下でトップを誇っているんだというふうに紹介されていたわけですけれども、

本当に御代田町、ちょっとある資料を見れば、御代田の出生率は、これ平成１０年

から１４年ということですけれども、佐久地域の出生率というものも示されていま

す。 

 御代田は１．７２ですね。佐久市が意外に多くて１．７３だったり、それから川

上村が１．７８、南牧が１．７２ですね。南相木も１．７４なんですけれども、１．７

幾つというのは高いといっても、やはり人口を維持していくには２．０１ぐらいは

必要だというふうに言われているところです。 

 ですから、御代田が本当に子どもが生まれて、生まれる数が多いんだと言ってい

ましたけれども、それもどんどんやはり１７０人いたときにはすごいなと思ってい

ましたけれども、やはり１９年度においては１１０。１００そこそこになってきて

いますので、これが本当に２人、３人、しかもいまは４人目の子どもが欲しいとい

う人だっているわけですから、是非ともそういう面での評価もしていただけたらな

と。それには生める場所というのも、またそれは別なところでの支援策というのも



 １３５

必要になってくるとかとは思いますけれども。 

 次に移ります。 

 では町長、済みません。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） いま、所得制限を撤廃するようにというご指摘がありましたけれ

ども、ただ、まだ始めたばかりなものですから、これがだから、まだいまの段階で

この１年間やったことによって、どうなっていくのかという、まだ始まったばかり

なので、それもわかりませんから、いま所得制限を撤廃するようにと言われても、

それに対して、やりますということにはやはりなりません。ですから、１年間やっ

た中で、やはりどうなのかということをきちんと見定めて、将来的に安定した方向

でこの事業が継続できるようにしていくということのためです。 

 今回、子どもの医療費について、小学校就学前から、本来的には小学校３年生ぐ

らいまででもよかったわけですけれども、しかし、一気に小学校卒業までというこ

とで、かなり年齢的には思い切った、対象年齢の引き上げをさせていただきました。

そのために、それにかかわるいろいろな今後諸問題が起きたときに困りますので、

当然こうした事業は所得制限を設けて、必要な方に必要な、そして医療が受けられ

るようにということでありますので、いまの段階でそうしたことを言われても、そ

れはちょっとこたえるのがまだ難しいかなと思っています。 

 また、先ほど笹沢議員さんのところでもお答えしましたように、御代田町の企業

に勤めている皆さん、従業員、企業の従業員全員にアンケートを取りますけれども、

こうしたアンケートの中で子育て支援として必要な、いろいろなご意見もきっと出

るかなと思います。 

 先ほども申し上げましたけれども、佐久市ではそれは例えば児童館で夜７時まで

ですか、夜７時まで無料で児童館で子どもを預かるというようなことをやっていた

り、土曜日や祭日ですか、祭日なんかも６時まで子どもを預かるというようなこと

をやって、子育て支援をやっていますけれども、御代田町の場合にはまだそこまで

到達していませんが、いろいろな子育て支援というものがあると思います。ですか

ら、そうしたアンケートなどでご意見をお聞きしたり、また、この前、３月議会の

ときに、古越日里議員の質問にお答えして、出前町長室といいますか、町民の皆さ
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んのご意見を聞く、そういう場所を設けるのは、いつごろからやるのかという話が

ありましたけれども、秋ごろからはそれをやっていきたいというふうにありますの

で、町としては、この間、この１年数カ月にわたって、いろいろな事業を進めてき

ましたけれども、そうした事業に対する町民の皆さまの受けとめや、いろいろな要

望なども聞きながら、必要な判断をして、着実に、改善すべきところは改善すると

いうふうにしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 是非、そうですね、町民の皆さんの声を聞きながら、やはり要

望は大きいと思うんですけれども、是非前向きに進めていっていただきたいなとい

うふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 国民健康保険の資格証明書の発行について、この独自の発行基準をという点で、

質問したいと思います。 

 この国保税、私もこの国保税、資格証明書については、平成１８年の１２月議会

でも取り上げました。というのは、年金やその所得が、収入が落ち込む中で、１６

年度、１７年度の２年連続の大幅な値上げで、１人当たりの国保税が県下一高くな

ってしまったわけです。そういう中で滞納者も年々増えているという現状がありま

した。そういう中で、その滞納が続いてきますと、国保税を１年以上滞納すると、

その資格証明書というのは、病院で１０割、医療費１０割払わなければいけないん

ですね。１０割払って、町の窓口に来て、７割を還付というか、償還、戻されると

いうことの仕組みになるわけですけれども、この１年以上滞納すると、その資格証

明書が発行される。町も、国が老人保健法で高齢者についてはその資格証明書は発

行しないというふうに法律で決められて、町もそれを遵守してやってきたわけです

けれども、このたび、この老人保健法が改正されまして、後期高齢者医療制度とい

うものに７５歳以上の方は入っていくようになりました。そういう中で、この後期

高齢者、本当にいま大変な問題になっているわけですけれども、この後期高齢者で

も資格証明書が発行できるというのも、いまテレビでも１年以上滞納すると、保険

証が来なくなっちゃうんだよと、高齢者の人は診療内容も違うしというところをい

ま盛んに言われているところでもあるわけです。 

 この国保において、やはり交付基準というものを、独自の交付基準というものを
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設けてやるべきではないかということで、質問するわけですけれども、まずはその

滞納状況なんですけれども、滞納状況についてお伺いしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 税務課長。 

（税務課長 清水成信君 登壇） 

〇税務課長（清水成信君） それでは、ただいまの市村議員の質問でありますが、国保税

の滞納状況、現状についてということでございますので、説明をさせていただきま

す。 

 ５月末現在でありますけれども、町内全世帯５，６６０世帯ほどございます。国

保の加入世帯が２，３６９世帯、４１．９％の加入率ということで、被保険者数に

しますと、４，５１９名でございます。 

 滞納の状況についてということで、さかのぼりますと、平成９年から１９年度ま

で、延べ人数で１，２４３名、これは年度ごとの延べですから、実数の滞納者数で

いきますと、６０３名ということであります。滞納額、現在、１億１，０６４万円

ほどございます。年度ごとで見ますと、平成１４年度以前で６４名、５２３万

２，０００円。それから１５年度で１３４名、９１３万８，０００円。１６年度で

１５８名、１，２９４万円。１７年度で２０１名、２，１４５万８，０００円。

１８年度で２５１名、２，２８５万９，０００円。それから１９年度、４３５名、

３，９０１万６，０００円ということであります。１９年度はまだ年度終了間もな

いという状況もありますので、この数字についてはまだこれから減っていくと思い

ますが、年々増加している傾向にあるという状況にございます。 

 １９年度の課税所得、所得について、若干触れさせていただきます。 

 １９年度の課税所得、総額で３４億６，８０９万２，０００円ほどございます。

１人当たりに換算しますと、６０万１，０００円ほどになります。前年、１８年度

と比較すると、１人当たりでいきますと２万円ぐらい増えているという状況にあり

ます。また、軽減世帯、７割、５割、２割という軽減世帯があるわけですが、１９

年度で世帯数だけ申し上げますと、７割軽減で７８２世帯、５割軽減で１３７世帯、

２割軽減で２４３世帯、こういった状況でございます。 

 それから滞納の原因といいますか、傾向の部分でありますけれども、現実、若い

世代の方などでは、保険証は使わない、あるいはお医者さんにかからないので、納

税はしないというような声、また、国保税が高い、あるいは生活費の方を優先して、
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税の納税の方は後回しになっている、あるいは失業ですとかアルバイトなど、不安

定収入でなかなか払えないというような状況がございます。 

 町でも徴収努力をしているところではありますけれども、国保税の滞納、いま現

在の状況は以上ということであります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） いまの滞納状況をお伺いしたわけですけれども、課税所得、だ

から、町民、その国保加入者の１人当たりの所得というのは、前年比からすると、

２万円くらい上がっていると。さっきの乳幼児でも、対象外、１８年度では対象だ

ったんだけれども、１９年度で対象を外れてしまった人がいるように、やはり所得

が増えたというのも、１つあるようですけれども。 

 その滞納者というのも、かなりどんどんやはり増えているわけです。いま滞納の

傾向もおっしゃられましたけれども、なかなかやはりもう払う意思もないというと

ころで、資格証明書を町は発行しているというふうにはおっしゃるわけですけど、

国保税が高いというのも理由にはあるだろうというのも、いまおっしゃられたわけ

ですけれども、この資格証明書なんですが、１２月議会のときに、やはりその、何

でかと言ったら、県下、皆さんにいまお配りしているやつを見ていただくと、資料

なんですけれども、これは長野県社会保障推進協議会というのと、長野県医療団体

連絡懇談会というのがございまして、そこが全市町村にすべての項目について同じ

ようにアンケートを行いました。それを全部まとめたものであります。ですから同

じ条件の中での数字なので、比較はできると思います。 

 そこで、資格証明書のその発行でありますけれども、御代田町がこれは２００７

年度、１１月現在では１３７の資格証明書が発行されております。そして、短期保

険証については６４件ですね。私が１８年度の１２月議会で質問したときには、

１０５ということで、その１０５というのもダントツに、３桁というのはダントツ

のところでありました。 

 それでその通告文にも書きましたけれども、この資格証明書、国がどんどん医療

改悪の中、資格証明書が小泉首相が厚生大臣だった１９９７年に国保法が改正され

て、２００１年から、９７年に義務づけがされたわけですね。資格証明書を発行で

きるということでね。それで２００１年からもう特別な事情以外は発行するんだと

いうことで、全国でその資格証明書、短期保険証が急増した経過があります。 
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 そういう中で、通告のところにもありますように、果たして本当にこの資格証明

というのが滞納整理ではないというふうにはおっしゃるのかもしれませんけれど

も、資格証明書を発行したからといって、滞納が減っているわけではないのではな

いかというように、だから滞納を助長しているわけではありません、決して。とい

うのは、じゃあ今度、ちょっと数字を見ていただきたいのは、収納率というところ

を見ていただければ、御代田は９２．３％の収納率であります。ですから、これは

だから収納率ということは、現年度分では７．７％の方が滞納をするということに

はなるわけですよね。こういう中で、その９２．３％というのは、現年分の収納率

ですけれども、県下８１自治体がある中で、７６番目ということであります。 

 もう１つ、その１位とここに書いてありますけれど、次、２番目が、多いのが白

馬村も多いわけです。白馬村もやはり収納率とすれば９３．８７で６６位、そして

その次に資格証明が多いのが千曲市なんですね。千曲市が先ほどの白馬村が６６の

資格証明書、そして千曲市は９２で、９４．６４の収納率で５６位ということの数

字が出ています。ですから、決して資格証明書が、まあ国は資格証明書を発行して

滞納を抑制するというような形で、どんどん推し進めてきたわけですけれども、町

はそれに準じてやるということで、その１２月議会の２００６年には答弁されてお

りましたけれども。 

 是非ともその資格証明書の滞納整理と分けてやるべきではないかということを

言いたいわけです。 

 この滞納は滞納であるわけですけれども、こういうところをしっかりと、前にも

話したと思うんですけど、本当にそのペナルティ的にその資格証明書を発行すると

いうのではなく、やはりできるだけ国保税を払っていただくような、それにはやは

り人員配置というものも当然、人に面と向かってお金を出していただくわけですか

ら、そういう人員配置的なものも必要になるのではないかなというふうに思うわけ

ですけれども、この点、いかがでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 先ほどの栁澤議員からのお問い合わせにも答えたところですけれども、これらの

保険制度につきましては、給付費を保険税で賄う大前提がございます。そういった



 １４０

状況の中で、この質問の主題であります、独自の基準をというお話でございますが、

現在、町では資格証明書の交付に際しまして、御代田町国民健康保険滞納者対策事

務処理要領及び御代田町国民健康保険滞納者対策事務処理運用内規、これに基づき

まして、資格審査委員会での検討のうえで、資格証明書の発行を実施しております。 

 この内規が、言わば独自の交付基準と言えるのではないかというふうに考えてい

ます。この内規では、資格証明書の交付対象者は災害その他政令で定める特別な事

情がない、こういった状況がない状況で、納税相談、指導に一向に応じようとしな

い者、納付相談・指導の結果、所得資産を勘案すると、十分な負担能力があると認

められる者、納付相談・指導において取り決めた保険税の納付方法を誠意をもって

履行しようとしない者、滞納処分を行おうとすると、意図的に差押財産の名義変更

を行うなど、滞納処分を逃れようとする者、この４つのほかに、その他町長が必要

と認めた者ということで規定しております。 

 つまり、資格証明書でなくて、保険証を交付してほしいという状況になれば、納

付相談・指導に応じていただいて、納付計画を定めていただいて、これを少しずつ

履行していただければ、短期証でも交付は可能になるわけです。通達で保険税を１

年以上滞納している場合、資格証明書を交付するというふうにされている状況より

は、相当程度ゆるい状況で運用してきているというふうには考えております。他の

市町村の状況は、確かに数が出ていないということはございますけれども、どちら

が正しいかはそれぞれの判断によってこようというふうに考えます。 

 それから、平日であれば、いつでも納税相談には応じております。時間内ですね、

それから昨年の１１月には、１１月の下旬には、あえて夜間窓口も開設いたしまし

て、相談に応じようということで、ご通知を差し上げた経過がございます。その際

に、通帳を差し上げたのは、８８世帯ございました。 

 その期間中に、相談に来庁されたのは、わずか３名でございます。電話での相談

が１名。夜間職員を待機させたにもかかわりませず、来庁された方は皆無です。 

 要するに、自主的に窓口に来庁される方の多くは、要するにはお医者さんにかか

る必要が出た、生じた場合、医療機関にかかる必要が生じた場合に来庁されるもの

で、自ら進んで納付のために相談を、納付計画を立てて相談に起こしいただいてお

りません。そういった意味で、資格証明書の交付は、納税相談の機会を確保する、

これが資格証明書を交付する初期の目的ですから、この初期の目的を達していると
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いう点で、国保税の滞納対策には効果があるというふうに考えております。 

 それから市村議員お尋ねのように、それでも資格証明書を交付されている世帯が

あるわけですけれども、これらの方々は、再三申し上げましたように、町からの再

三の納税相談や弁明の機会の付与について、お知らせをしてきているわけですけれ

ども、これに対して誠意ある対応をしていただけない状況にあるというふうに考え

ます。申すまでもなく、納税は憲法第３０条に定められた国民の義務であります。

保険の給付を受けるという権利は、義務と並列にあるものだというふうに考えます。

これ以上の緩和策を講じることは、９０何パーセントの税金を納めていただいてい

ますまじめに納税をいただいている方との、圧倒的多くの被保険者がそういうふう

にお納めいただいているんですから、こちらとのバランスを失することになるとい

うふうに考えております。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） いまのあれから言えば、高齢者世帯のところですね、ちょっと

裏の方に資料として出しました。松本では、やはり資格証明書が県下ナンバーワン

だったという中で、やはり医療から排除しないように、できるだけ医療にかかれる

ようにということで、独自の交付基準を、発行基準を設けてやっているわけですけ

れども、こういったその、御代田の場合には、その納付相談に応じるとか、そうい

う抽象的、ま、抽象的というか、文章化されている部分でありますけれど、こうい

うふうにその交付基準を明確に、松本の場合の資格証明書の発行については、世帯

に乳幼児がいる人には発行しないと。これ、１２月のときに言った時点では、１８

年度では１０世帯ぐらい発行されているというのが御代田の現状としてはあった

ように思います。母子世帯には資格証明書は発行しないというこの独自の政策を、

基準をつくってやると。それで短期保険証については、やはりその０歳の子どもが、

０歳から６歳までの乳児がいない世帯、そして母子世帯、それから軽減措置ですか、

法定の軽減、御代田の場合は７割、５割、２割の軽減ですけれども、軽減のところ

には短期保険証は交付、発行しないというような、独自で、かなり多くのその、ま

だ資格証明書を、短期保険証を発行していたんですけど、それを１，０００件くら

い減少させているという独自の政策も出してやっているところもあるわけですけ

れども、本当に納税相談とか言いますけれども、国もだからさんざんそういうふう

に強行に言ってきた中では、この２月に厚生労働省は全国国保課長会議を開催して、



 １４２

医療費適正化計画、それから後期高齢者などの関連を含めて説明した中で、国保税

の徴収対策を強調したと。だけれども、その資格証明書の交付については、保険料

を納めることができない特別な事情の把握に努め、機械的な対応にならないよう、

きめ細かな納付相談の実施ということで、いま町は門戸を開いて、いつでも来ても

いいですよというふうにはやってくださるということは、とてもよくわかります。

ですけれども、１回滞納して、次の納付期に来たときには、それがもうどんどん増

えていくわけじゃないですか。そうすると、なかなか払える状況じゃない中で、や

はりその場所によっては、町が自ら出掛けていく、町長がその住宅新築資金の場合、

滞納がありますよね。それについては自ら出掛けていって、少しずつその生活状況

を見ながら、少しでも払っていただくというのを喚起しているというようなお話も

ありましたので、是非、この国保の中でもそういった対策、対応というのはできな

いんでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） いま、具体的に滞納者で資格証明書の発行されている方がどうな

っているのか、訪問する気はないのかといういま提案をいただきましたけれども、

これについては、ちょっといま何とも言えませんけれども、必要があれば訪問して、

どのような状況にあるのかについて、私自身の目で見る必要もあるかなと思ってい

ますので、それについてはちょっともう少し考えさせていただきたいと思いますが。

ということでお答えをさせていただきます。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村千恵子議員の一般質問中でありますけれども、会議規則第

９条第２項の規定により、本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれ

を延長いたします。 

 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 町側の本当にその滞納整理の、ま、滞納整理といいますか、是

非、払っていただくように努力していることも重々理解していますし、やっていた

だいていることは、評価する部分もあります。しかし、やはり本当に滞納者の、い

まは滞納状況を見ても、やはり生活自体が大変な状況になっているわけですよ。食

料品が上がり、光熱費が上がり、それで所得が増えないという中でのやはり厳しい、

この資料にもありましたけれども、１００万円以下の世帯というのが御代田の場合

４８％も、町にそのアンケートで出した数字を見れば、４８％が１００万円以下と
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いうふうに構成人員のところに書いてありました。 

 そういう中で、是非とも、この資格証明書を発行すると、行き着くところはどう

なるかというと、やはり資格証明書ですから、１０割の医療費が払えないというと

ころで病院に行けなくなる。そういう中で、やはり死亡が増えているというような

報道もあるわけです。 

 以前に報道した中で、言った中では、２００５年では１１人の受診遅れという

のが信毎に出ていたということを言いました。その後に出てきた資料とすれば、

２００７年度を調べたものでは、３１人の方がやはり亡くなっていると。その中で

は、やはりその資格証明書の人も多いということの報道も出ています。そういう中

で、やはりその医療から排除されて、行き着くところは、やはり病院に行かれずに

重篤化する、病気が、症状が重くなるというようなことを、やはり滞納、やはり税

金だから集めなきゃいけないですけれども、もう１つの側面としては、住民の健康

を守る責任だって、町には当然あると思うんですよ。その健康を守るということは、

やはり適切な医療が受けられるような状況もつくっていく手だてが必要ではない

かというふうにも思うわけです。 

 次、もう１点、ちょっとお聞きしたいんですけれども、今度の年金法が改悪、国

民保健法が改正されまして、この４月から国民年金の未納者、国民年金の未納者に

対して、いまは社会保険庁が国民年金を徴収していますけれども、それが町で徴収

を代行するよと、社会保険庁に言えば、できるんですね。そうした中で、その国民

年金未納者に対して、町は短期交付証を発行できるという法律が通っているんです。

この点について、町はどのように考えていますか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 この件につきましては、現段階では導入というか、御代田町が手を挙げて国民年

金の未納者に対する国保の制裁措置といいますか、短期にするとかということは、

現段階ではまだ検討はしておりません。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 検討されたら、非常に困るんです。 

 検討していただきたくないということを強く申し上げたいわけです。 

 ちょっと、はしょってしまったんですけれども、２００７年６月末に、昨年の６
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月に強行採決された社会保険庁改革関連法で、年金保険料の未納対策として、国民

年金保険料を滞納すると、市町村は今年の４月から罰則として、国民健康保険証を

交付せず、短期保険証に切りかえることができるようになりました。それには、そ

の先ほど社会保険庁に御代田が年金を集めるよというふうに申し入れをするとい

うことが前提になるわけですけど、いま担当課長は、する考えはいまのところはな

いというふうにおっしゃっていたので、本当に是非これはね、進めていただきたく

ない。こうやってどんどん本当に医療から排除していくような、国はこういうふう

なところまで、どんどん病院に行かせない、病院に行っても、本当に医療費自己負

担がどんどん増えるように、医療を改悪しているわけです。 

 是非とも、この後期高齢者もいろいろ問題化される中で、やはり御代田町はその

検診も守るということで英断されて、人間ドックの補助を、県下３３市町村が撤廃

しちゃったんですよ。それを御代田は独自で７５歳以上もちゃんと検診を受けられ

ると。それで予防を図っていただいて、医療費を抑えていくというところにもって

いくということで、今回、その、出ていますのでね、それは大いに評価していると

ころでありますし、またこういう、国がどんどん国民に対して押しつけてくる部分

を、やはり町は町民の健康を守るという視点に立って、是非、防波堤となってやっ

ていただきたいということを申し上げて、終わりにしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、通告５番、市村千恵子議員の通告のすべてを終了いた

します。 

 以上で、本日の議事日程は、すべて終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

散 会 午後 ４時０２分 


